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例
会

記
録

〇
平
成
ニ
ニ
年
七
月
例会
(第
八

I

〇
回
)

七
月
一
九
日(月)
正宗寺本堂
 

出
席
者
三
〇名 

講
演
「松
山
中学
校
と
同
志
社
.
ア
メ
リ
カ
ン
ボー
ド

〜
外
人
英
語教

師
の来
歴

〜
」

常
任
理
事
三
好
恭
治
氏

従
来
全
く
忘
れ
ら
れ
て
い
た、
夏
目
漱
石
以
前
に、
松
山
中学
校
英
語 

教
師
と
し
て
赴
任
し
た
四
人
の
外
人教
師
に
つ
い
て
の研
究
で
あ
る。
ま 

た
彼
ら
を
日
本
に
派
遣
し
たア
メ
リ
カ
ンボー
ド
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ 

た。
(本号
に掲
載)

〇
平
成
ニ
ニ
年
八
月
例会
(第
八

I 
I

回
)

八
月
一
九
日(木)
正宗寺本堂
 

出
席
者
三
〇名 

講
演
「碧
梧
桐
と虚
子
の
間
」

常
任
理
事
平
岡

 

英
氏

碧
梧
桐
の
「温
泉
百
句
」
を
巡
っ
て
の虚
子
と
の
論争
、
「三
千
里」
の 

旅
に
際
し
て
伊
予
路
に
お
け
る
新
傾
向
俳
句
の
普
及
活
動、
碧
梧
桐

晚
年 

に
な
っ
て
の
新
傾
向
俳
句
の
行
き
詰
ま
り
の
過
程
か
ら、
碧
梧
桐
と虚
子 

の関
係
を
た
ど
る。
こ
れ
ら
か
ら
考
察
す
る
と、両
者
が
常
に対
立関
係 

に
あ
っ
た
と
い
ぅ
の
は
誤
り
で、
共
に
子
規
の
後継
者
と
し
て、
ょ
く
親 

し
み
合
い、
切
磋
琢
磨
し
合
っ
た
間
柄
で
あ
っ
た。
(次号
掲
載
の
予
定)

〇
平
成
ニ
ニ
年
九
月
例会
(第
八

I

二
回
)

九
月
一
九
日(
日)
正宗寺本堂
 

出
席
者
四
〇名 

講
演
「『ホ
卜
ト
ギ
ス
』
が
生
ん
だ

江戸

文学

コ
レ
ク
タ
—

忍
頂
寺
務伝
」

日本女子大学教
授.本会
理
事
福
田
安
典
氏

近
世
歌謡
、洒
落
本
を
中
心
と
し
た
江戸
文学
の
コ
レ
ク
ター
と
し
て 

知
ら
れ
る
忍
頂
寺(に
ん
じ
よ
う
じ)
務
は、
『ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
よ
つ
て 

江戸
文学
研
究
に
導
か
れ
た。
明
治
ニ
五
〜
三
三
年
に
か
け
て、
正
岡
子 

規
や内
藤
鳴
雪
ら
に
よ
る
蕪
村
句
の
輪読
が
お
こ
な
わ
れ、
そ
の内
容
が 

『ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に掲
載
さ
れた。
明
治
三
ニ
年
洲
本
中学
校
に
入学
し 

た
忍
頂
寺
務
は、
『ホ
ト
ト
ギ
ス
』
を
講読
し、
古
典研
究
に
熱
中
す
る。 

洲
本
中学
校
に
「白
雪会
」
と
い
う
結
社
を
作
り、
「猿
蓑
集
」
の研
究
を 

し、
『ホ
ト
ト
ギ
ス
』
か
ら
子
規、虚
子、
碧
梧
桐、
鳴
雪
ら
に
親
し
み 

を覚
え
て
い
た
と
い
う。
や
が
て
寒
川
鼠
骨
を
中
心
と
し
た
其
角
の
『五 

元
集』
の
輪読
が
始
ま
り、
『ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
連
載
さ
れ
る。
こ
う
し 

て
江戸
文学
研
究
を
志
す
よ
う
に
な
つ
た
忍
頂
寺
は、
三
田
村

鸾
魚
を
中 

心
と
す
る
江戸
文学
輪読
会
に参
加
す
る
よ
う
に
な
る。
『ホ
ト
ト
ギ
ス』 

の
影
響
下
に
育
っ
た
江戸
文学
研
究
家、収
集
家
忍
頂
寺
務
は、
正
岡
子 

規
の
生
ん
だ
鬼
子
と
も
云
う
べ
き教
え
子
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か。

例
会

案
内

(予
定)

〇 
一I

月
例会

平
成
ニ
ニ
年
二
月
一
九
日(金)
正宗寺本堂 

講
演
「『常
盤会
寄
宿舎
』
創
設
の
頃
」 

宇
都
宮
良
治
氏

〇
|

二
月
例会

平
成
ニ
ニ
年
ニー
月
一
九
日(日
)

正
《ー
專
本
堂 

講
演
「子
規
の
見
た
日
光
」 

今
井
道
子
氏

〇
I

月
例会

平
成
二
三
年
一
月
一
九
日(水)
石手公民館 

新
年
懇
親会

会
長
年
頭挨
拶

「平
成
二
十
三
年
の
松
山
子
規会
」

新
年
祝
吟
.
居
合
演
武
ほ
か



ル 突 熱 ふ  
1 起 風 る

ニ 物 に ミ

； 強 山 5 
か き も 目
2 緑 怒 を
俳  油I人 に れ 刺
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丘
に
立
ち
雲
を
見
す
れ
ば
子
規
忌
か
な 

よ
こ
た
は
り
子
規
の
目、

と
な
る
獺
祭
忌 

鉄叩く漢の腕
獺祭忌
 

絲
瓜
忌、や
男
は鉄

の
掌
を
も
ち
て 

今
日
と
謂
ぅ
ひ
と
日
大
事
に
子
規
^

る 

花
は
葉、に
遺
す
言
葉
の
な
か
り
け
り 

獅
蛛
の诵
の揺
れ
て
始
ま
る
修
羅
場
か
な 

秋灯
下未完の一句記しおく 

八月の
灼̂け人間の

螺
子
き
しむ

献
 

詠

絶筆の朗詠泌みる子規忌かな 

大いなる遺産畏む獺祭忌 

夕
顔
を
い
つ
く
し
ま
れ
し
子
規
の
こ
と 

食す四季聞ゆるやぅな獺祭己心 

糸
瓜忌や献
句たづさへ正宗寺 

子規の忌や若さが宙の球を捕る

ゴー

ル
デ
ン
ゴー

ル
ズ来

り
て

欽ちゃんのチー
ム熱戦
子規の里 

俳縁
に連らなる幸や獺祭忌 

帰
郷
し
て
な
ほ
近
づ
き
し
子
規
忌
か
な 

法師蝉
仰臥漫録読
み終えし

子
規
忌
法
要
供
物
御礼

御
供
物
料 

温
泉
煎餅
 

お
菓
子

子
規
句
め
く
り 

鶏

頭
.糸
瓜

柿

.
蜜
柑 

お
酒

内
藤
世
南
四
女
四
本
和
佳
子様
 

玉
泉
堂様
 

竹田美喜様 

子
規
博
友
の会
様
 

和
田
カ
ズ
子様
 

風本幸子様 

浅
海好美様 

宇和
 

宣様

墓
前
祭
 

子
規
理髪
塔
前 

本
法
要
 

正
《示
寺
本
堂司会

常
任
理
事
宇
和
 

宣氏 

法要読経
 

正
宗
寺
法
務
統
括
住
職
田
中
義
雲
師 

子
規
遺
作
朗
詠
短
歌
「あ
づま菊」

吟
道
明教
館総
本
部
副会
長.本会
会
員
武
田
峰
松
氏 

献
句披講
 

理
事
森
 

慎
吾氏 

焼
 

香 

正
岡
家
ご
遺
族
佐
伯
徹
也様

平松丑雄様

松
山
子
規会
会
長
井
手
康
夫
氏
ほ
か
有
志
各
位 

閉会
あ
い
さ
つ 

会
長井手康夫氏

第
一
〇
九
回
子
規
忌
法
要
.
物
故会
員
法
要



松
山
中学

校
の
外
人
英
語教

師
の来
歴

I

、
は
じ
め
に

平
成
ニ
ニ
年(
2

0

1

0)

七
月、
松
山
城
南
山裾
に
在
る
萬
翠 

莊
(愛
媛県
美
術
館
分
館)
上
手
の
「愚
陀仏
庵
」
が
土
砂
崩
れ
で 

倒壊
し
た
。
松
山
市
民
は
も
と
よ
り
、
全国

各
地
の
子
規
.
漱
石
フ 

ア
ン
や
司
馬
遼
太
郎
の
『坂
の
上
の
雲
』
を
一
度
で
も
手
に
し
た読
 

者
は
衝撃
を
受
け
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。

愚
陀仏

庵
は
明
治
二
八
年
夏
目
金
之
助
(漱石)
が松山中学
校 

(愛
媛県
尋
常
中学
校
)
の
英
語教
師
と
し
て
赴
任
時
の
寄
宿
先
で
あ 

り
、
正
岡
子
規
と
五
二
日
間
の
共
同
生
活
し
た
こ
と
で
も
著
名
で
あ 

る。
も
ぅ
一
つ、
萬
翠
莊
か
ら
「坂
の
上
の
雲
ミ
ユー
ジ
ア
ム
」
に 

下
る
道
筋
に
「愛
松
亭
」
跡
が
あ
り
、
漱
石
が
松
山
に
着
任
直
後
に 

「木戸
屋
旅
館
」
か
ら
移
っ
た
最
初
の
止
宿
先
で
あ
る
。
愛
松
亭
に
は 

漱
石
の
前
任
カ
メ
ロ
ン.
ジ
ョ
ン
ソ
ン
(ア
メ
リ
カ
ン
ボー
ド
派
遣 

宣教
師)
が
住
ん
で
い
た
。
松
山
中学
校
に
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
を
含
め 

て
四
名
の
外
人教
師
が
勤
務
し
た
が、
今
日
で
は
完
全
に
忘
れ
ら
れ 

た
存
在
で
あ
る
の
で
、
外
人
英
語
講
師
の
招
聘
か
ら
漱
石
の
赴
任
ま

三好恭治

で
の来
歴
を
取
り
纏
め
た
。

(注
)

本
小
論
で
は学

校
名
を
「松
山
中学
校
」
と
記
述
す
る
が、厳
 

密
に
は
「愛
媛県
松
山
中学
校
」(明
治
一
一
年
六
月
—
一
七
年
五 

月
)、
「愛
媛県

立
第
一
中学
校
」(
一
七
年
五
月丨
ニ
〇
年
五
月
)、 

「伊
予
尋
常
中学
校
」(
ニー
年
九
月—
ニ
五
年
四
月
)、
「愛
媛県
尋 

常
中学
校
」
(
ニ
五
年
五
月—
三
ニ
年
三
月
)、
「愛
媛県
立
松
山
中学
 

校
(
三
ニ
年
四
月—
昭
和
二
三
年
三
月)
以
下
略
で
あ
る
。

二、
松
山
に
お
け
る
英学
の
嚆
矢

松
山
藩
の
近
代教

育(具体
的
に
は
英学
教
育)
の始まり
を 

特
定
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
通説
で
は
、
明
治
八 

〈1
8

7

5〕
年
創
設
の
愛
緩県
英学
校
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
が、 

明
治
元
年
松
山
藩
校
明教

館
に
「洋学
場
」
が
開
設
時
か
ら
松
山
の 

英学
は
誕
生
し
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。



|~1
明
治
元
年丄
|年
松
山
藩
校
明教

館
大
改
革

明
治
元
1

8

6

8)

年
十
月
五
日(
新暦

十ー
月
ニ
十
三
日) 

松
山
藩
は
藩
政
改
革
を断
行
し、
「職
制
」
は、
執
政
局
(監
察
.寺 

社
.
民
生
)、会

計
局
(出
納
.
郡
政
)、
文
武並
軍
務
局、
刑
法
局、 

広
聞
所、内
政
所
の
四
局
ニ
所
と
な
つ
た
。
文
武並
軍
務
局
の
下
部 

機
構
に
は、
習
文
場.国
学

場.
洋学

場.医
学

場.
操
練
場
：
王 

船
場
.

兵
器
場.厩
司
等
の
諸
課
を
設
け、教
育
近
代
化
に
踏
み
出 

し
た
。

翌
ニ
年
二
月、
再
度
改
革
が
ぁ
り
、為

政
局
.総
教

局.会

計
局. 

軍
務
局.広

聞
所.内

家
局.
公
儀
局
の
六
局
一
所
を
設
置、教
育 

に
つ
い
て
は総
教
局
が
所
管
し、
そ
の
下
に
皇学

所
.

漢学

所
.
洋 

学

所
.医
学
所
な
ど
の教
育
機関
が
配
置
さ
れ、教
育
と
軍
務
が
完 

全
に
分
離
さ
れ
た
。
洋学

所
に
は
洋学

司教(四
等
官
百
二
十
石
、 

中
士
の
下)
と
し
て
小
林
小
太
郎
が
任
命
さ
れ
た
。(注)小林小太 

郎
が
文
部
省
に
提
出
し
た
履歴
書
で
は
明
治
元
年
に
松
山
藩
洋学
司 

教
を拝
命
し
て
い
る
。

小
林
小
太
郎
「松
山
藩
洋学
司教
」拝
命

小
林
小
太
郎
は
藩
命
で
万
延
元

(
1

8

6

0)
年
か
ら
文
久 

(
1

8

6

2)

年
ま
で
の
三
年
間
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
(江戸
東禅
寺 

内
)

に
留学
、
慶応
義
塾、
幕
府
開
成
所(教
授方手伝
)
を経
て 

明
治
元
年
松
山
藩
洋学
司教
を拝
命
。
明
治
ニ
年
大学(旧
昌
平黌
)

助教
を経
て欧
州
に教
育
事
情
査
察
の
後、
文
部
省
に
出
仕、
の
ち 

に
報
告
(翻
訳
)

局
長、
東
京
大学

予
備
門
長
(第
一
高
等学
校
校 

長
)

と
な
る
。
明
治
十
八(
1

8

8

5
)

年
子
規
は
大学
予
備
門
の 

学
年
末
試験
で
不
合
格
落
第
と
な
っ
た
が、当
時
の
東
京
大学
予
備 

門
長
が
小
林
小
太
郎
で
あ
っ
た
。

明
治
ニ
〜
三
年、
藩
校
明教

館.藩
洋学
所
か
ら
大学
南
校(東 

京
大学
前
身)
へ
の
進学
者
に、薬

丸
幹
ニ
郎(貢
進舎
給
費
生
。 

内
藤
素
行実
弟)、
吉
田
達
三
郎(貢
進舎
給
費
生
)、
押
川
熊
三
郎 

(松
山
藩
給
費
生
。
キ
リ
ス
ト
者
。
東
北学
院
創
始
者
。
代
議
士。
押 

川
春
浪
の
父)、
佐
伯
陽
一
郎
(松
山
藩
給
費
生
。
工
務
省
。
木
曾 

川
大
改
修担
当
技
師)、
佐
伯
敦
崇
(松
山
藩
給
費
生
。
動
物学
者
。 

『中学
動物学
』
著

)、
宮
原
六
郎、
小
林
文
吾
ら
が
い
る
。

押
川
熊
三
郎
(
方
義
)
は
藩
校
明教
館
に
一
二
年
間
就学
 

(
1

8

5

6〜
1

8

6

3〕
中
、教
化
を
受
け
た教
授
とし
て
武
知
愛 

山
(幾
右
衛
門)、
河
東静
渓
(喜

I

郎
)、
小
林
小
太
郎
の
三教
授 

の
名
を
自
筆
履歴
書
の
な
か
で挙
げ
て
い
る
。
上
記
の学
生
も
同様
 

に
小
林
小
太
郎
か
ら
直
接
英学
教
授
を、っ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

(注
)

貢
進舎
給
費
生
は、
明
治
三(
1

8

7

0)
年
七
月
ニ
七
日
太 

政
官
布
告
に
よ
り
、
各
藩
は
石
高
に応
じ
一
名
か
ら
3

名
の
人
材
を 

大学
南
校
に
貢
進
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
選抜
さ
れ
た学
生。
貢
進 

生
の総
数
は
三
一
八
名
で、
年齢
は
一
六歳
か
ら
ニ
〇歳

(例
外
あ 

り
)。
愛
媛県
資
料
で
は
給
費
生
の
名
簿
は
あ
る
が、
選抜
基
準
等
の 

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。



給
費
生
か
ら
は
鳩
山
和
夫(東
大教
授、
早稲
田
大学
学
長、
衆 

議
院
議
長).
小
村寿

太
郎(外
務
大
臣
。
ポー
ッ
マ
ス会
議
の
日
本 

全権
大
使).穂

積
陳
重(宇
和
島
藩
出
身
。
東
大
法学
部
長
。
英
吉 

利
法
律学

校(
中
央
大学
)

創
立
者
の
一
人
。枢
密
院
議
長
。穂
積 

三
兄
弟
の
一
人(
兄
.

重
穎
は
第
一国
立
銀
行
頭
取、
弟
.
八
束
は 

東
大
法
科
大学
長
。).
杉
浦
重
剛(東
京
予
備
門
長、
昭
和
天
皇
御 

進
講
役
。
小
林
小
太
郎
が
杉
浦
の
後
任
予
備
門
長
)
ら
明
治
を
支
え 

た
人
材
が
輩
出
し
て
い
る
。

松
山
藩
の
藩
政
改
革、学
制
改
革
着
手

明
治
三
年、
明
治
新
政
府
の
指
達
に
よ
り
、
全国
統
一
の
施
政
を実
 

施
す
る
こ
と
と
な
り
、学
制
改
革
は権
少参
事
で
あ
る内
藤
素
行
が 

当
り、県
教
育
行
政
の
執
行
責
任
者
と
し
て
大鉈
を
振
る
ぅ
こ
と
に 

な
る
。
こ
の
措
置
に
よ
り、
大
原観
山、
河
東静
渓
、
近
藤
元
脩
ら 

が
退
任
さ
せ
ら
れ、観
山
は
家
塾、静
渓
は
千
船学
舎
、
元
脩
は
謙 

塾
を
開
い
て
子
弟(子
規
を
含
む)
を教
え
た
。内

藤
素
行
が
『鳴 

雪
自叙
伝
』
の
中
で
以
下
の
よ、つ
に
述
べ
て
い
る
。

明
治
三
年
の
機
構
改
革
で
、
大参

事
〈菅
良
弼、
鈴
木
垂
遠
)、権
 

大参

事
(
山
本
忠
影
と
菅伝
)、
少参

事
(
小
林
信
近、
長
屋
忠
明
)、 

権

少参

事(
野
中
久徴
、
東条
〇
〇
、内
藤
素
行
)

と
な
り
、
「小 

林
は会
計、
長
屋
は
治
農、
野
中
は
刑
法、
東条
は
軍
務、
私
(内 

藤
)

は学
校
を
引
受
け
事
に
な
っ
た
の
で
、
藩
の学
政
は
思
ふ
存
分 

に
改
革
す
る
機会
を
得
た
。」

「学
科
は
普
通
科、
皇
典
料、
洋
典
科
、医
療
料、
算数
科
と
云
ふ 

を
置
い
て、
其
普
通
科
が実
は
漢学
を
主
と
し
て
日
本
の
在来
の
漢 

籍
や
其
他
西
洋
の翻
訳
書
等
を教
授
さ
せ
た
の
で
あ
る
。」
「洋
典
科 

は
藩
地
で
は
人
を
得
ら
れ
ぬ
の
で
、
其
頃
は
慶応
義
塾
が
多
く
の
洋 

学
生
を
養
成
し
て
居
た
か
ら、
そ
こ
へ
懸
合
つ
て稲
垣
銀
治
と
云
ふ 

を
雇
つ
た
。
其
後尚
銀
治
氏
の
紹
介
す稲
葉
犀
五
郎、
中
村
田
吉両
 

氏
も
雇
つ
た
。
尤
も稲
垣
氏
で
さ
へ
慶応
義
塾
で
ピ
ネ
オ
の
文
典
と 

か、
ヵ
ツ
ケ
ン
ボ
ス
の
万国
史
と
か
ミ
ツ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
と
か
云 

ふ
位
の
も
の
を読
ん
だ
く
ら
ゐ
の
も
の
で、発
音
は
凡
て
所
謂変
則 

読
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら、
普
通
科
に
於
て
も、経
書
や歴
史
は 

以
前
の
も
の
を
用
ゐ
た
が、
其
の
他
西
洋
物
で
は
矢
張
り
西
洋
事
情

 

一 

を
第
一
と
し
て、
上
海
出
版
の
博
物
新
編、
地
球説
略、
な
ど
を
用
-4 

ゐ
た。
こ
ん
な
も
の
が
藩学
校
で教
へ
ら
れ
る
の
で、旧
来
の
先
生 

連
は
一
同顰
蹙
し
て
居
た
け
れ
ど
も、
流
石
に
何
と
も
云
は
な
か
つ 

た
。」

草
間
時
福
「愛媛県
松
山
英学
所
所
長」
就任

草
間
時
福
は権

令
岩
村
高
俊
の
要
請
で
明
治
八
(
1

8

7

5)
年 

愛
媛県
立
松
山
英学
所
所
長
着
任
。
英学
と
あ
わ
せ
慶応
義
塾
の
演 

説

(
ス
ピ
ーチ
).
討
論
(ディ
べ
ィ
ト

)

を
採
り
入
れ
た教
育
を
進 

め
る
。学
制
改
革
に
伴
い、
松
山変
則
中学
校、
北
予
中学
校、
松 

山
中学
校
の
校
長
を歴
任、
明
治
十
二
年帰
京
す
る
。
ジ
ャー
ナ
リ 

ス
ト
を経
て
遁
信
省
に
入
省、
の
ち
に
郵
便
電
信学
校
長、
航
路
標



識
管
理
所
長
に
な
る
。
俳号
天葩
。
兄
は
子
明、
子
息
は
時
光
(鎌 

倉
市
長)
令
孫
は
時
彦(
俳
人
協会
会
長)
の
俳
人
の
系
譜
で
あ
る
。 

詳
し
く
は
永
江為

政
編
纂
『四
十
年
前
之
恩
師
草
間
先
生
』
を参
照 

さ
れ
た
い
。

中学
教

育
制
度
と
し
て
は
明
治
十
二
年
の
「教
育
令
」
以
降国
家 

統
制
が強
化
さ
れ
て
い
く
が、
小
論
の
テー
マ
と
直
接関
係
が
な
い 

の
で
割
愛
す
る
。

三、
松
山
中学
校
の
外
人
英
語教
師

松
山
中学
校
の
外
人
英
語教
師
と
し
て
、
『松
山
中学
校教
職
員 

名
簿
』
や
卒
業
生
の
回
想
記
を
集
約
す
る
と
六
名
が
確
認
で
き
た
。 

列挙
す
る
とノ
イ

ス(
明
治
ニ
ニ
年
〜
二
三
年)、
ター

ナー

〔明 

治
ニ
四—
ニ
五
年
度
)、
ホー
キ
ンス
(
明
治
ニ
六
年
度
)、
ジ
ョ
ン 

ス
ン
(
明
治
ニ
七
年
度)
、
ブ
ラ
ン
ド(
明
治
三
九
年
度
)、
ア
レ
キ 

サ
ン
ダー
(
大
正
一
二
年
度
)
が
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
契
約
で教
鞭
を

と
つ
て
い
る
。

『毎

日
新
聞
社
編
わ
が
母
校
②
』(昭
和
五
一
年
刊)
で、
岡
野 

久
胤
(
明
治
ニ
六
年
卒)
の
「回
想
記
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
東 

京
帝
大
で
上
田
万
年
に学
び
、
後
年
松
山
方
言
ニ
五
〇
〇
個収
録
し 

た
『伊
予
松
山
方
言
集
』
を発
刊
。
松
山
中学
で
は
河
東
碧
梧
桐
や 

竹
村
秋
竹、
山内

正暸
(
東
京
商
大教
授)、
山内

正
雄
(愛
媛県
医
 

師会
長)
と
同
期
で
あ
る
。
翌
ニ
七
年
卒
に
は
佐
伯
矩
(国
立栄
養 研

究
所
初
代
所
長)、
菅
菊
太
郎(
松
山
農学
校
長
、
初
代県
立図
 

書
館
長)、
景
浦
直
孝(号
稚
桃、
松
山
市
名誉
市
民V、
安
井
雅ー
 

(松
山
市
長)、
井
上
久
吉(
松
山
市
長)
ら
が
輩
出
し
て
い
る
。
こ 

の
年
次
は
中学

時
代
に
ニ
〜
四
名
の
外
人教
師
か
ら
直
接
英
語
(ア 

メ
リ
力
語)
を
耳
に
し
て
お
り
、
松
山
中学
.
松
山
東
高
校
百
年
の 

校
史
を
通
し
て
も
っ
と
も
ユ
ニー
ク
な恵
ま
れ
た
英
語教
育
の
時
代 

で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。

上
記
の
外
人
英
語教
師
に
つ
い
て
は
す
べ
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
あ 

り
、
英
語
の
フ
ル
ネー

ム
を
推
定
す
る
の
は
至
難
に
近
く、
日
本
英 

学

史学
会

中国
.
四国
支
部
事
務
局担
当
の県
立広
島
大学
馬
本
勉 

研
究
室
に
照会
し、並
行
し
て
同
志
社
人
文
科学
研
究
所
を
通
じ
同 

志
社
が
保
存
し
て
い
る
「同
志
社.ア
メ
リ
カ
ン
ボー
ド
資
料
」
で 

人
名
と
在
日
期
間
の
確
認
が
で
き
た
。

本
小
論
は
、
同
志
社
が
保
存
し
て
い
る

「？召
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記
載
の
人
名
で
特
定
し
て
い
る
。
こ
の
テ 

キ
ス
ト
は戦
国
時
代
か
ら
豊
織
時
代
に
か
け
て
日
本
に
キ
リ
ス
ト教
 

を伝
え
た
ィ
エ
ズ
ス会
宣教
師
ら
が
日
本
か
ら
本国
に
送
付
し
た
書 

翰
と
報
告
書
と
同
類
の、
派
遣
宣教
師
が
ア
メ
リ
カ
本
部
宛
に
送
付 

し
た
文
書
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
い
。

㈧
.

：！：
. ノ
イ
ス

フ
ル
ネ-
-
-
^
は̂

一一一一 —
.1
1
0
3
0
6

2

0
7
6
8

で
あ
る
。
岡
野
久
胤
の



「回
想
記
」
で
は
「偉
丈
夫
で
、
い
つ
も
ハ
ン
チ
ン
グ
を
か
ぶ
つ
て 

授
業
を
し
て
い
た
」
と
評
し
て
い
る
。ア
メ
リ
カ
ンボー
ド
文
書
で 

は
「す1：
^
6
 3

6
1'

^
0
6，；13

1
3
3
1
1
;一 V
1361335111

‘1
8
9
4

,

1
8
9
7」

と
記
載 

さ
れ
て
い
る
。
松
山
中学

校(伊
予
尋
常
中学
校
)
の
外国
人
英
語 

教
師
と
し
て
初
め
て
名
前
が
出
て
く
る
。国

籍
は
ア
メ
リ
カま
た
は 

イ
ギ
リ
ス
(

『松
山
東
雲学
園
百
年
史
』)
の両
説
あ
る
が、
通説
は 

ア
メ
リ
カ籍
で
あ
る
。

ト
ル
コ
の
ク
ル
ド
で
宣教
師
の
子
供
と
し
て
生
ま
れ
た
。
アー
マ 

ス
ト
大学
.
ア
ン
ドヴ
ァ
ー
神学

校.
ユ
ニ
オ
ン
神学
校
で学
び
、 

明
治
ニ
ニ(
1

8

8

9
)

年
ア
メ
リ
カ
ン
.
ボー
ド
宣教
師
と
し
て 

来
日、
松
山
に
派
遣
さ
れ
た
。

ノ
イ
ス
の
伊
予
尋
常
中学
校教
師
就
任
の経
緯
は、
松
山
基
督教
 

会

『回
顧
四
十
年
』(
大
正
十
四
年
刊)
で
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「明
治廿

ニ
年
以
後
ア
メ
リ
カ
ン、
ボー

ル
ド
宣教
師
ノ
イ
ス
氏、 

ゥー

マ
ン
ス(
ノ
イ
ス
氏
夫
人
を
指
す
)、
ボー

ル
ド
宣教
師
ガ
ニ 

ソ
ン、
ジ
ャ
ジ
ソ
ン、
ハ
ゥー
ド
の
諸嬢
が
來
松
し
て
伊
予
中学
校 

(
愛
媛県
立
松
山
中学
校
前
身)
の教
師
に
な
っ
た
り、
松
山
女学
校 

(
松
山
東
雲
高
等
女学
校
前
身
)
の教
師
に
な
っ
た
り
し
て
生
徒教
授 

の
余
暇
大
に
地
方
の
布教
に声
援
を与
へ
ら
れ
た
。
(
中
略
)
明
治 

ニ
四
年
に
は
女学
校
の教
師
ジ
ヤ
ジ
ソ
ン
氏
が、
二
宮
牧
師
の
助
け 

に
よ
っ
て
松
山
夜学

校(松
山
城
南
中学
校
前
身
)
を
設
立
せ
ら
れ 

て、
大
い
に労
働
者教
育
に
力
を尽
く
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。
爾 

来
今
日
ま
で、
松
山
女学
校
と
松
山
夜学
校
は
松
山教
会
と
提
携
し

て、
地
方
に
於
け
る
基
督教

の
一
大
勢
力
と
な
つ
て
い
る
。」

ま
た
伊
予
尋
常
中学
校
で
の
ノ
イ
ス
の
授
業
ぶ
り
に
つ
い
て教
え 

子
で
あ
る
高
浜清
(虚
子
)

は
『虚
子
自伝
』
の
中
で
回
顧
し
て
い
る
。

「そ
の
頃
ノ
イ
ス
と
い
ふ
ア
メ
リ
カ
の教
師
が来
ま
し
て、会
話
を 

教

へ
ま
し
た
。
ホ
ワ
ッ
ト.イ
ズ
.

ジ
ス
と
指
を
示
す
。
ザ
ッ
ト- 

イ
ズ
-
エ ， 
フ
イ
ン
ガ ー
 

と
答
へ 
る
や
ぅ
な
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
て、 

会
話
を
進
め
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
ノ
イ
ス
も
マ
イ
.

ボー
イ
.
力 

ム
.

ヒ
ヤ
と
私
を
呼
ん
で教
壇
に
立
た
せ
ま
し
て、
ノ
イ
ス
の
代
わ 

り
に
ホ
ワ
ッ
ト-
イ
ズ
.

ジ
ス
と
指
を
示
し
て、
他
の
生
徒
に
ザ
ッ 

ト
-

イ
ズ
.

エ
.

フ
イ
ン
ガー
と
答
へ
さ
せ
た
り
し
ま
し
た
。

(
略
)

五
年
級
に
な
つ
た
時
分
に
私
は
、
書
肆
の
店
頭
に
よ
く
立
ち 

ま
し
た
。
さ
ぅ
し
て
ウ
ェ
ブ
ス
夕丨
の
中辞
典
を
手
に
入
れ
た
こ
と 

に、
無
上
の
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。」

明
治一

一
四
年
前
橋
の
共
愛
女学
校
に
赴
任、清
心
幼
稚
園
の
創
設 

に
も尽
力
し
た
。
昭
和
四
年帰
米
し、
社会

的
教̂
育
的
事
業
に従
 

事
し
、
ニ
ユー
ョー
ク
州教
育
局
の
重
要
な
地
位
に
つ
い
た
。
昭
和 

四
(
1

9

2

8
)

年
七
月
五
日
永
眠
し
た
。

5
.0

-

,
タ
-
-7,丨

ノ
イ
ス
の
後
任
の
外
人教
師
ター
ナー
は、
岡
野
久
胤
の
「回
想 

記
」
で
は
「長
身
で
、
絹
の
ハ
ン
カ
チ
を
胸
か
ら
と
り
出
す
た
び
に、 

い
い
に
お
い
が教
室内
に、
た
だ
よ
つ
た
。
あ
る
と
き
、
夕
—
ナー
 

は、
英
語
で
「0
0

0

は
日
本
語
で
何
と
言
い
ま
す
か
」
と
、
質
問



し
た
。
茶
目
っ気
た
っ
ぶ
り
の
生
徒
た
ち
だ
。
「け
ん
(
犬
)」
「
く
 

(
狗
ご
と
い
っ
た
答
え
が続

出
。
ター
ナー
は、
目
を
白黒
さ
せ
る 

ば
か
り
だ
っ
た
。」
と
評
し
て
い
る
。

「ア
メ
リ
カ
ン
ボー
ド
文
書
」
に
記
載
の
あ
る
ター
ナー

(一̂一 1
3
6
1， 

—̂:
0
<<:
0
6,
3
)

は来
日
が1
9

5

4

年
で
あ
り
非
該当
で
あ
る
。

一
方、
明
治
初
期
、来
日
し
た
宣教
師
の
ぅ
ち
タ
-
-
^
1

(一
?1111161\

戔
1
1
1
3
3

 1̂
1
：1110 

な
る
人
物
が
『資
料
御
雇
外国
人
』
(ユ
ネ
ス
コ 

東
ア
ジ
ア
文
化研
究
所
編)
に
下
記
の
通
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。

【夕
1

ナー
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9
1
2

 

ア
メ
リ
カ
人 

キ
リ
ス
ト教
(
ア
メ
リ
カ
南
部
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督教
会
宣教
師
)】

以
.

？
.

タ
^

―

ナ
-―

は
文
久
ニ
(
1

8

6

4
)

年
ア
メ
リ
カ.

シ
ヨ
ー

ジ
ア#

に
生
ま
れ
、
同
外
ア
ト
ラ
ン
タ
の
エ
モ
リ

--
力
レ
ツ

ジ
を
卒
業
しゝ

明
治
ニ
四
年
ニ
八
九
こ丫

厘匚

八教

師
と
し
て 

来
日、
公
立学

校
(松
山
中学
校力
)
、関
西学
院
と
パ
ル
モ
ア学
院 

で教
え
る
。
明
治
四
三
年
宇
和
島教
会
着
任、
四
四
年
松
山
地区
監 

督
、
四
五
年広
島
地区
監
督、広
島
女学
校
チ
ヤ
プ
レ
ン
就
任
。
同 

年
三
月
一
〇
日
永
眠
。
墓
地
は
神戸
市
再
度
山
修
法
ヶ
原
外
人
墓
地 

に
あ
る
。

夕
1

"

の
公
立学
校
在
勤
を
明
治
ニ
四^-
-
ニ
五
年
と
想
定
す

る
と、
上
述
の
公
立学
校
が
松
山
中学
校
(
愛
媛県
尋
常
中学
校
)
に 

該当
す
る
。残

念
な
が
ら
界
.

ター
ナー
に関
す
る
愛
媛県
尋 

常
中学
校関
係
資
料
が
な
い
が、関
西学
院
に
は
勤続
資
料
が残
っ 

て
い
る
。
『開
校
四
十
年
記
念関

西学

院
史
』
で
は
明
治
ニ
六
年
か

ら
三
〇
年
ま
で
、
『関

西学

院
百
年
史
I

』
で
は
明
治
ニ
五
年
か
ら 

ニ
九
年
ま
で
、関
西学
院
と
パ
ル
モ
ア学
院
で教
鞭
を
と
っ
た旨
記 

載
が
あ
る
。
『来
日
メ
ソ
デ
ス
ト
宣教
師
事
典
』
(教
文
館
)
に
も
同 

様
の
記
載
が
あ
る
。

パ
ル
モ
ア学
院
は
明
治
一
九
年
八
月
に
来

日
し
た米国
南
メ
ソ
ジ
 

ス
ト
派
宣教
師I
 

‘界
こ
フ
ン
バ
ス
一
家
が
神戸
.
元
町
の
外国
人 

居
留
地
に
創
立
し
た
「読
書
館
」
か
ら
始
ま
る
。学

校
名
「パ
ル
モ 

ア
」
は
創
立
時
に
多
額
の
資
金
援
助
と
大
量
の
書
籍
を
提
供
し
た
米 

国

ミ
ズー
リ
州
の
牧
師̂
.

3

‘パ
ル
モ
ア
師
に
ち
な
ん
で
名
付
け 

ら
れ
た
。
明
治
ニ
ニ
年
に
は
創
立
者
の
子
息
界
，
尺
，
ラ
ンバ
ス
博 

士
が
パ
ル
モ
ア
英学
院
男
子
部
を
母体
に関
西学
院
を
創
立
し、
大 

正
一
二
年
に
は
女
子
パ
ル
モ
ア
が
設
立
さ
れ、
後
の
啓
明
女学
院
に 

発
展
し
た
。
現
在
も
バ
ル
モ
ア学
院
は
存続
し
て
い
る
。

『日
本
基
督教
団

宇
和
島
中
町教
会.
創
立
九
〇
年
誌
』並
び
に 

『鶴
城
幼
稚
園
七
〇
年
の歩
み
』
に拠
れ
ば、
明
治
三
七
年
界
.
？
， 

夕
—

ナー

に
ょ
り
「宇
和
島
美
以教
会
」内
に
保
育
所
が
開
設
さ
れ 

た
の
を
記
念
し
て
大
正
六(
1

9

1

7
)

年
「ター
ナー
記
念
鶴
城 

保
育
園
」
と
し
て
設
立
認
可
を
受
け
て
い
る
。
第
一
回
卒
園児
は
四 

名
で
、
第
六
回
卒
園児

ニ0
名
の
一
人
と
し
て
西
山
都
留
子
(映画
 

俳
優
轟
夕
起
子)
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(参
考ー
^

匚̂

八
ハ
キ
リ
ス
ト教
青
年会
ー
は
日
本
人
に
と
っ
て 

馴
染
み
の
あ
る
組
織
で
あ
る
が
、1
8

4

4

年
に
ロ
ン
ド
ン
で0
-
 

ウ
イ
リ
ア
ム
と一.一
名
の
友
人
に
ょ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。当
初
か
ら



厂

超党
派
的
な
構
成
で
ヨー
ロ
ッ
バ、
ア
メ
リ
カ
に
と
驚
異
的
に広
が 

り
1

8

5

5

年
に
は
パ
リ
で
最
初
の
世
界
大会
が
開
催
さ
れ
た
。
日 

本
の
諸学
校
へ
は、
米国

改
革.組
合
.

バ
プ
テ
ス
ト.
長
老
4

派 

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボー
ド
と
北
米丫2
0

八
同
盟
と
の
合
同
委
員会
に 

ょ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
。
第
一
期(
1

8

9

0

〜
1

8

9

3

〕
がー
ニ 

名
、
第
二
期(
1

9

0

0

〜

1

9

1

2〕
が
日
本
キ
リ
ス
ト教
青
年 

会
が
斡
旋
し
九
九
名
が来
日
し、
ニー
九
都
市
の
(旧
制
)

中学
.
高 

校
に
派
遣
さ
れ
た。
.̂
 

ター
ナー
は
第
一
期
の
派
遣教
師
の 

一
員
で
明
治
三
四(
1

9

0

1
)

年
に来
日
し
て
い
る
。

ホ
—
キ
ン
ス

界
.

夕
1

ナー
の
後
任
の
外
人教
師
ホー
キ
ン
ス
は、
岡
野 

久
胤
の
「回
想
記
」
で
は
「謹厳
寡黙
の
紳
士
で、
最
初
か
ら
仕
舞 

い
ま
で、
流
暢
な
英
語
で
ペ
ラ
ペ
ラ
ペ
ラ
。
お
陰
で
、
い
つ
も
煙
に 

ま
か
れ
て
五
里
霧
中
だ
つ
た
」
と
評
し
て
い
る
。

ホー

キ
ン
ス
宣教

師
は
『ア
メ
リ
カ
ン
ボー
ド
記録
』
に
も
『資 

料
御
雇
外国
人』
に
見当
た
ら
な
い
が、
界
.

ター
ナー
と
同 

じ
く、
明
治
ニ
四
年(
1

8

9

1
)

頃
¥

]V[
¢

A教
師
と
し
て
の来
 

日
で
は
あ
る
ま
い
か
。
目
下
調
査
中
で
あ
る
。

0

.
ジ
ヨ
ン
ソ
ン

フ
ル
ネー

ム
は10

1
1
1
1
8
0
1
1
,0
1
6
3
1

一
で
あ
る
。
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン 

ネー

ム
は
不
明
で
あ
る
。
「ア
メ
リ
カ
ン
ボー
ド
記録
」
に
は

0
.

ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
記
載
は
な
い
が
同
志
社
が
所蔵

す
る

「一
3
8

0-
1
1 

匁

6饪
羿

只
く01

.1

」
に
ょ
れ
ば0
ニ
ン
ョ
ン
ソ
ン
は
ユ
ニ
オ
ン
神学
校 

出
身
の
同
志
社
系(
ア
メ
リ
カ
ン.
ボー
ド)
宣教
師
で
あ
り
、
同
志 

社
普
通
高
校(
中学
校)
の教

員
期
間
は
明
治
ニ
六
年(一
八
九
三)

年
九
月
か
ら
明
治
ニ
七
年
六
月
ま
で
で
あ
る
。

一
方、
9

ジ
ョ
ン
ソ
ン
に関

す
る
『松
山
東
高
等学
校
百
年
史
』

の
「歴
代教
職
員
」
で
は「一 0

1
1
8
0
1
1

明
ニ
七
〜
英
語
ィ
ギ
リ 

ス」
と
あ
り
、
勤
務
期
間
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。国
籍
は
ィ
ギ
リ 

ス
と
し
て
い
る
が、
下
記
の
資
料
か
ら
判断
し
て
ア
メ
リ
カ
人
と推 

察
さ
れ
る
。

① 
漱
石研
究
資
料
で
は
第
一
級
の
荒
正
人
『漱
石研
究
年
表
』
(集

 

一 

英
社
、
昭
和
五
九
年)
で
は、
「ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
シ
ッ
ピー
の
人
。

-8 

同
志
社
大学
教
師
を経
て
愛
媛県
尋
常
中学
校
に転
任
し、
1

年
間 

一 

就
職
し
て
い
る
。
カ
メ
ロ
ン
.
ジョ
ン
ス
ン
は、
退
職
し
た
後、
ア

フ
リ
カ
を
訪
遊
し、
ア
メ
リ
カ
に帰
つ
た
と
い
ぅ
。
愛
媛県
尋
常
中 

学
校
で
は、
以
後
外
人教
師
を
雇
つ
て
い
な
い
。」
と
す
る
が
、
こ
の 

記
述
は
誤
り
で
、
明
治
三
九
—
四
〇(
1

9

0

6

〜

1

9

0

7〕
年 

に
は
ブ
ラ
ン
ド
が
、
大
正
一
二丨

一
三
(
1

9

2

3
〜

1

9

2

4
)
 

年
に
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダー
が
そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
契
約
で教
鞭
を
と
つ 

て
い
る
。

② 
尚
、
江
藤
淳
『漱
石
と
そ
の
時
代

(

第
一
部
)』
新
潮
社 

(
1

9

7

0
)

は
漱
石
と
米
人教
師
カ
メ
ロ
ン
.
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
給与
 

を
同
額
と
し
て
い
る
。
「前
任
者
の
米
人教
師
カ
メ
ロ
ン
.ジ
ョ
ン
ソ



ン
の
給与
の枠
を
そ
の
ま
ま
ひ
き
つ
い
で
い
た
」

郷

土
史
家
や
漱
石研
究
者
の
多
く
が
「漱
石
と
外
人教
師
の
給
料 

は
同
額
」
と
記
述
し
て
い
る
が、

0
.

ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
給与
は
一
五
〇 

円
(

一説
で
は
一
二
〇
円)
で
漱
石
は
半
額強
の
八0
円
で
あ
る
。

(
注
)

才
神
時
雄
『漱
石
の
月
報
八
十
円
の
背
景
』
で
は
一
五
〇 

円
、
秦
郁
彦
『漱
石
文学
の
モ
デ
ル
た
ち
』
は
月
報
一
二
0

円
で
あ 

る。両

書
と
も
に
出
典(資
料
)

を
明
示
し
て
い
な
い
。

6
.

ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
松
山
で
の
住
所(寄
宿
先)
は、
後
任
の
漱 

石
も
下
宿
し
た
小
料
理
屋
「愛
松
亭
」
の
二
階
で
あ
る
。
建
物
は
松 

山
藩
の
家
老
で
あ
っ
た
菅
家
の
中
間
部
屋
を増

改
築
し
た
も
の
で
、 

独
身
か
妻帯
か
不
明
で
あ
る
が
食
事
は
小
料
理
屋
で
手
配
し
た
の
で 

あ
ろ
ぅ
。
所
有
者
は
津
田
安
五
郎
〔「津
田
安
」
と
い
ぅ
骨
董
屋
で
あ 

る。
愛
松
亭
は
現
在
愛
媛県

美
術
館
別
館
「万
翠
館
」
(元
松
山
藩
主 

久
松
家
別
邸)
建
設
時
に
取
り壊
さ
れ
た
。
明
治
二
八
(
1
8
9
5
)
 

年
五
月
二
八
日
付
正
岡
子
規
宛
書
簡
に
「小
生
宿
所
は
裁
判
所
の
裏 

の
山
の
半
腹
に
て
眺
望
絶
佳
の
別
天
地
」
と
し
て
い
る
。
昭
和
五
六 

年
(
1

9

8

1
)

愛
松
亭
跡
に
「漱
石旧
居
記
念
碑
」
が
立
て
ら
れ 

た
。
(

『愛
媛県
百
科
大
事
典
』
ほ
か)

外
人
英
語教
師
の
勤続
年

夏
目
金
之
助(
漱
石
)
の
愛
媛県
尋
常
中学
校
の
在
勤
は
明
治
二
八 

年
四
月
か
ら
明
治
ニ
九
年
四
月
ま
で
で
あ
る
。
才
神
時
雄
は
『漱
石 

の
月
俸
八
十
円
の
背
景
』
で
ノ
イ
ス
が
私
立
伊
予
尋
常
中学
校
に
招

聘
さ
れ
た
の
を
明
治
ニ
四
年
と
し
、
夕丨
ナー
を
翌
ニ
五
年、
ホー
 

キ
ン
ス
を
ニ
六
年、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
を
ニ
七
年
と
し
て
漱
石
の
二
八
年 

と
の
整
合
性
を
も
た
せ
て
い
る
。

虚
子
は
明
治
一
八(
1

8

8

5

)年県
立
松
山
第
一
中学
校
に
入学
 

す
る
も
半
年
後
に廃
校
と
な
り
翌
明
治
一
九
年
に
新
設
の
松
山
高
等 

小学
校
に
入学
。
明
治
ニ
〇(
1

8

8

7
)

年
、
こ
の
年
に
創
設
さ 

れ
た
私
立
伊
予
尋
常
中学
校
に
入学
し、
明
治
ニ
五
年
(
1
8
9
2
)
 

四
月
に
卒
業
し
て
い
る
。
『虚
子
自伝
』
で
描
い
た
英会
話
の
授
業
風 

景
を
四
年
次
と
す
る
と
明
治
二
三
年、
三
年
次
と
す
る
と
明
治
ニ
ニ 

年
と
な
る
。

明
治
ニ
四
年
に
ノ
イ
ス
夫
妻
は
前
橋
.
共
愛
女学
校
に
赴
任
し
て 

い
る
の
で、
才
神
時
雄
が
ノ
イ
ス
の
招
聘
を
明
治
ニ
四
年
と
し
た
の

 

9
 

は
間
違
い
で
あ
る
。
明
治
ニ
ニ
年(ま
た
は
二
三
年)
で
あ
ろ
ぅ
。 

一

ノ
イ
ス
の
後
任
で
あ
る̂
.
卩
.
ター

ナー

は
明
治
ニ
四 

(
1

8

9

4
)

年
¥

]V1
〇
A教
師
と
し
て来
日
は
明
確
で
あ
り、
明
治 

ニ
五
年
か
ら教
鞭
をと
つ
た
と
す
る
と
、

虚
子
にと
つ
て
の英
語教
 

師
は
ノ
イ
ズ
の
み
で
あ
り
『虚
子
自伝
』
で
ノ
イ
ス
の
み
を
英
語教
 

師
と
し
て採
り
上
げ
た
こ
と
に
は
整
合
性
が
あ
る
。

論
者
は、
同
志
社
ア
メ
リ
カ
ン
.
ボー
ド
派
遣
の
外
人教
師
の
在 

勤
期
間
は、ノ
イ

ス(
明
治
ニ
ニ
〜
二
三
年
度)、
ター
ナー

(明
治 

ニ
四
〜
ニ
五
年
度)
.

ホー

キ
ン
ス(
明
治
ニ
六
年
度
).
ジ
ョ
ン
ソ 

ン
(
明
治
ニ
七
年
度)
と
考
え
る
。県

資
料(公
文
書
)
や教
会
資 

料
に
は
赴
任.
離
任
年
月
日
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。



四
、
同
志
社
と
ア
メ
リ
カ
ン
ボー
ド

来
日
し
た
外
人
英
語教
師
の
多
く
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
師
で 

あ
っ
た
。
こ
の教
師
た
ち
に
先
導
さ
れ
て
優
れ
た
キ
リ
ス
ト
者
が
全 

国
各
地
で
輩
出
し
た
。
代
表
的
な
集団
と
し
て
三
つ
の
バ
ン
ド
を
あ 

げ
て
お
き
た
い
。
①
ブ
ラ
ゥ
ン、
バ
ラ
に学
ん
だ青
年、
植
村
正
久

. 

押
川
方
義
ら
の
「横
浜
バ
ン
ド
」
②
ク
ラー
ク
博
士
の
札
幌学
校
に 

学
ん
だ青
年、内

村
鑑
三.新
渡戸
稲

造
ら
の
「札
幌
バ
ン
ド
」
③ 

ジ
ヱー
ン
ズ
の
熊
本
洋学
校
に学
ん
だ青
年、
海
老
名弾

正
.横
井 

時
雄
-

金
森
通
倫
ら
の
「熊
本
バ
ン
ド
」
で
あ
る
。

松
山
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
布教
や
中学
校、
女学
校
の
外 

人教

師
の
多
く
は
「ア
メ
リ
カ
ン
ボー
ド
」
か
ら
の
派
遣
で
あ
り
、 

新
島
襄
が
創
設
し
て
同
志
社
と
直
接
、
間
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。 

こ
こ
で
は
「同
志
社.
ア
メ
リ
カ
ン
ボー
ド
」
と
し
て、
簡
潔
に
記 

述
し
て
お
き
た
い
。

ア
メ
リ
カ
ン.
ボー

ド
(

英
語
：
ン
日6
3.
0
3
1
100
0
3
1
^
8， 

0
0 日
！111

8
5
1
0
1
1
6

£0
1- 

1̂
0
1
-6
1
2
1
1

^

一
邕
目
巴
は1
9

0

6

年
ア
ン 

ドー

バー
神学
校
で学
ん
だ学
生
を
支
援
す
る
組
織
と
し
て
生
ま
れ 

た団
体
で1
8

1

0年
ニ
ユー
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
正
式
に発
足
し
た
。 

最
初
イ
ン
ド
に
派
遣
さ
れ
た
が、
東
南
ア
ジ
ア、
中
近
東、
ア
フ
リ
 

力
と拡
大
し、
日
本
に
は1
8

6

9

年
の
ピ
ッ
ツ
バー
グ
で
開
催
さ 

れ
た
第
六
〇
回
年会
で
派
遣
が
決
定
し
た
。
0

，
〇
，
グ
リー
ン
夫 

妻
が
明
治
ニ(
1

8

6

9
)

年
一
〇
月
に横
浜
に
到
着、
神戸
で伝

道
を
開
始
す
る
。会
衆
派
を
軸
と
し
た
が、
長
老
派、
オ
ラ
ン
ダ
改 

革
派
な
ど
が
加
わ
っ
た、
無教
派
的
な
組
織
で
あ
る
。会
衆
派
は
イ 

ギ
リ
ス
か
ら
新
天
地
を
目
指
し
た清
教
徒
が
中
核
で、
宗教
改
革
の 

流
れ
に属
す
る
も
の
の、
い
か
な
る教
会

的
.教
理
的
信条
に
も
拘 

束
さ
れ
な
い
自
由
を
尊
重
す
る
立
場
を
固
守
し
て
い
る
。
長
老
派、 

オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
カ
ル
ヴ
ア
ン
派
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
ン
ボ—
ド
の
日
本
派
遣

ア
メ
リ
カ
ン
ボー
ド
の
日
本
派
遣
は
他
の教
団
ょ
り遅
れ
て、
明 

治
ニ
年
に
ダ
ニ
エ
ル.ク
ロ
ス
ビ
！
グ
リー
ン
宣教
師、
明
治
四
年 

デ
イ
ヴ
イ
ス
宣教
師
の
派
遣
か
ら
で
あ
る
が
。
本
格
化
す
る
の
は
明 

治
七
年
(
1

9

7

4
)

新
島
襄
が
ア
メ
リ
カ
か
ら帰
国
し
て
以
降
で 

あ
り
、
グ
リー
ン
や
デ
イ
ヴ
イ
ス
ら
と
共
に
翌
八
年
に
同
志
社
を
開 

校
す
る
。
そ
の
設
立
の
際
に
は
ア
メ
リ
カ
ン
.
ボー
ド
が
援
助
を
し 

た
。
や
が
て、
ア
メ
リ
カ
ン
.
ボー
ド
の教
会
に
同
志
社
を
卒
業
し 

た伝
道
者
が
加
わ
っ
た
。
同
志
社並
び
に
同
志
社
ア
メ
リ
カ
ン
ボー
 

ド
は
新
島
襄
を抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。

ア
メ
リ
カ
ンボー
ド
の学
校教
育
は、
同
志
社
の
ほ
か
に、
神戸
 

女学
院、
梅
花学
園、
頌栄
保
育学
園、
松
山
東
雲学
園
に当
初
か 

ら
宣教
師
を
送
っ
て
い
た
。
昭
和
三
六
年
に
米国
合
同教
会
世
界
宣 

教
委
員会
と
改称
す
る
が、
そ
れ
ま
で
の
日
本
へ
派
遣
し
た
宣教
師 

数
は
三
七
四
名
と
記録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
社会
事
業
と
し 

て
岡
山
博
愛会
、
淀
川
善
隣
館
の
支
援
な
ど数
多
い
。

— 10 —



I 松
山
東
雲学
園
略
史

松
山
東
雲学

園
明
治
一
九(
1

8

8

6
)

年
九
月
一
六
日
「私
立
松 

山
女学
校
」
と
し
て
誕
生
す
る
。
四国

最
初
の
女学

校
(生
徒数
ニ 

名
)

で
あ
っ
た
。
翌
ニ0
年
の
創
立
一
周
年
の
開
校
式
(生
徒数
約 

四
〇
名)
に
は県
知
事
も
出
席
し、旧
藩
校
の
明教
館
で
盛
大
に
開 

催
さ
れ
た
。
女学

校(
初
代
校
長
二
宮
邦
次
郎
)
は
市内
二
番
町
に 

移転
す
る
が、学
校経
営
は
き
わ
め
て
多
難
な
時
期
を
迎
え
る
。学
 

園
の
存続
の
危
機
を乗
り
切
る為
、
運営
は
ア
メ
リ
カ
ン
ボー
ド
へ 

移
管
さ
れ、
ボー
ド
の
支
援
を
受
け
て
第
二
代
コー
ネ
リ
ア
.
ジ
ャ 

ジ
ソ
ン
、
第
三
代
オ
リー

ブ‘ 
5
 

‘ホ
イ
テ
ニ
代続
い
て
の
ボー
ド 

派
遣
の
校
長
に
ょ
り教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が図
か
ら
れ
た
。

昭
和
の戦
時体
制
下
は
第
四
代
西
村
郁
夫、
第
五
代
西
村清
雄
が 

支
え
、戦
後
の学
園
は
ア
メ
リ
カ
ン
ボー
ド
か
ら
新
た
に
派
遣
さ
れ 

た
第
六
代匚
I 5
 ,
ジ
レ
ッ
ト夫
妻
に
ょ
り拡
充強
化
さ
れて
い
く
。 

詳
述
は
避
け
る
が、
松
山
東
雲学

院
は
創
設
期
か
ら
同
志
社
.
ア
メ 

リ
カ
ン
ボー
ド
と
切
り
離
し
て
は語
り
え
な
い
。

同
志
社
初
期
の
愛
媛県
出
身学
生

愛
媛県
、
特
に
松
山
か
ら
同
志
社
に
進学
す
る
者
が
多
く、
明
治 

一
七
年
四
月
在
籍
で| 〇

名
、
明
治
一
五
年
九
月
在
籍
で

一

五
名
で 

あ
る
。
卒
業
生
は
各
分
野
で
多
大
の
貢献
を
し
て
い
る
。

五
年
次
2

名
〕

村
井
知
至(
社会
主
義
キ
リ
ス
ト
者
。
明
治
三
九
年
高
野
房
太
郎、 

片
山潜
ら
と労
働
組
合
期
成会
を
結
成
。
東
京
外国
語
大学
教
授

) 

重
見
周
吉
(医
者
。
東
京
慈恵
医
科
大学
、学
習
院
大学
教
官
。 

後
年
は医
院経
営
。
著
書
『ン

1
3
1
3
3
1
1
6
3
6

 3
0
7

匕 

三
年
次
2

名
〕

池
田徳

孝
：
不
詳
。

中
川
虎
一
郎(
牧
師
。
し
か
夫
人
は
夫没
後
同
志
社
病
院
看
護
婦 

長
を
務
め、
「ホ
ノ
ム
聖
人曽
我
部
四
郎
」
と
再
婚
)

ニ
年
次̂

名
)

松
浦
政
泰
(
女
子教
育
者
。
同
志
社
女学
校教
頭、
日
本
女
子
大 

教
授
。
著
書
『世
界
遊戯

法
大
全
』
『同
志
社
ロー

マ
ン
ス
』
な 

ど
)

武
市
庫
太(
政
治
家
。
愛
媛県
会
議
員、県
農会
初
代
所
長、
衆 

議
院
議
員
。
子
規
と
交
友
あ
り
。号
は
蟠
松、
雪
燈
)

一
年
次
(
2

名
)

矢
野広

太
郎(
不
詳
)

吉
田清

太
郎(
牧
師
。
松
山
女学

校(松
山
東
雲学

園)
支
援
。 

廃
娼
運
動、
監
獄伝
道、I

九
0

ニ
年
以
降伝
道
生
活
に
入
る。) 

神
学

2

名
；一 

宮
川
富
次
郎(
不
詳
)

小
野
忍
(
不
詳
)
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五
、
お
わ
り
に

小
論
は
平
成
ニ
ニ
年
七
月
度
例会
で発
表
し
た内
容
を
取
り
纏
め 

た
も
の
で
あ
る
が、
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を
先
ず
お断
り
し
て
お
き 

た
い
。
テー
マ
で
あ
る
「松
山
中学
校
の
外
人
英
語教
師
の来
歴
」 

に
つ
い
て
の
先
行
論
文
は
管
見
で
は
見当
た
ら
ず、
わ
ず
か
に
才
神 

時
雄
氏
が触
れ
て
い
る
が
正
確
と
は
云
い
難
い
。
情
報
提
供
を
頂
い 

た
同
志
社.
社会
科学
研
究
所、関

西学

院.学
院
史
編
纂
室、
日 

本丫
厘0
八
史
料
室
ス
夕
ッ
フ
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

今
回
は
「テ
キ
ス
ト
」
の
み
で
あ
り
「コ
ン
テ
キ
ス
ト
」
た
る旧
 

制
中学
校
に
お
け
る
英
語教
育
史、
外
人
英
語教
師
が
移
入
し
た
地 

域
英
語
文
化
に
つ
い
て研
究
は、
地
元
資
料
が
少
な
く
暗
礁
に乗
り 

上
げ
て
い
る
。
引
き続
き、教
会
や研
究
者
か
ら
の
情
報
の収
集
に 

つ
と
め、
宗教

的
信
念
を
持
っ
て
は
る
ば
る
松
山
中学
校
で
「現
代 

英
語
」
を
語
っ
た
明
治
三
〇
年当

時
の青

い
目
の
「坊
っ
ち
ゃ
ん
」 

英
語教
師
の実
像
に
迫
り
た
い
。

参
考
文献

一、
基
本図
書

1

^

召
6
|~！
8 0

1

 

¢116

,
か
日3
0
3
！1
6〇
0
3
1：0
1
3，
0
0
日
日
1
3
3
1
0ロ6
3
 
6
3
1：

1̂
01-61811 1̂

1
3
3
1
0
1
1
3』

(
同
志
社
大学
蔵
)

『

5：1
3
3
1
0
1
1̂
6
2
1
3
1： 61：』

(
同
志
社
大学
蔵
)

ニ、参
考図
書

『ア
メ
リ
カ
ン
ボ̂~

^

同
志
社
』
？
‘卩
.

ボ
ラ
-―

(
1
9
4
 
7)

『同
志
社
百
年
史
』(
同
志
社.
1

9

7

9；一

『関
西学
院
百
年
史
』(関

西学

院.
1

9

9

7)

『松
山
東
雲学
園
百
年
史
』(松
山
東
雲学

園.
1

9

9

4)

『愛
媛県
立
松
山
東
高
校
百
年
史
』

(県
立
松
山
東
高
校
. 

1

9

7

8}

『慶応
義
塾
史
事
典
』(
慶応

義
塾.
2

0

0

8〕

『四
十
年
前
の
恩
師
草
間
先
生
』(永
江為

政
編
纂.
1

9

2

2〕 

『押
川
方
義
』
(
藤
一
也.
星
雲
社.
1

9

9

1〕

『鳴
雪
自叙
伝
』(内

藤
鳴
雪
著.青

葉図

書.
1

9

7

6)

『回
顧
四
十
年
』(
日
本
基
督教
会
松
山教
会.
1

9

8

6)

『虚
子
自伝
』
(
高
浜虚

子
著.青

葉
書
房.
1

9

4
 
8〉

『日
本
キ
リ
ス
ト教
歴
史
大
事
典
』(教

文
館.
1

9

8

8〕 

『愛
媛県
百
科
大辞
典
』
『愛
媛県
史
』
『松
山
市
史
』
ほ
か
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明
治
時
代
松
山
の
子
規関

係
史
料断

片

I 

は
じ
め
に

平
成
ニ
ニ
年
二
月
の
松
山
子
規会
例会
に
お
い
て、
「少
年
時
代
の 

子
規
宅
一帯
の
住
宅
地図
に
つ
い
て
」
と
題
し
て、
卓
話
を
す
る
機 

会

を
い
た
だ
い
た
。
話
題
の
ほ
と
ん
ど
は
、
筆
者
が
「伊
予
史
談
」 

三
五
六号
(
平
成
ニ
ニ
年
一
月)
に
投
稿
し
た
「松
山
市
街
第
三
組 

の
住
民
」
の
こ
とで
あ
っ
た
。
「松
山
市
街
第
三
組
の
住
民
」
は
、
明 

治
一
五
年
一
月
に
作
成
さ
れ
た
「流
慶
橋
寄
附
人
名
簿
」
か
ら、
子 

規
宅
一帯

の
住
民
の
氏
名
を
地図

上
に図
示
し
た
報
告
で
、
今
後
、 

少
年
時
代
の
子
規研
究
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
了
)。

少
年
時
代
の
子
規
宅
一帯
の
住
宅
地図
に
つ
い
て
は、
す
で
に
本 

会
で
活
躍
さ
れ
た
和
田
茂
樹
先
生Iが、
明
治
一
四
年
作
成
の
「地 

価

帳
—

」
に
記
載
さ
れ
た
土
地
所
有
者
氏
名
か
ら
「松
山
市
街
全 

図
(4)」
に
よ
っ
て、
住
宅
地図

の
一
部
を
復
元
さ
れ
て
い
た
？)。
新 

史
料
に
は
居
住
者
名
が掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
和
田
先
生
の
地図
 

に
な
か
っ
た
子
規
宅
東
側
.
南
側
に
つ
い
て
も図
示
す
る
こ
と
が
で 

き
た
。

柚山俊夫

な
お、
子
規会
例会
で
は、
子
規
宅
一帯
の
住
宅
地図
以
外
に
も 

子
規関
係
史
料
を
紹
介
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
例会
で
報
告 

し
た
史
料
の
紹
介
と
そ
の
他
の
史
料
を
紹
介
し、
私
見
を
述
べ
て
み 

た
ぃ
。ニ

明
治|

六
年
の
松
山
中学
校
校舎
配
置図

下
村為
山
が
松
山
中学
校
の
前
身
で
あ
る
北
予変
則
中学
校
の
校 

舎
配
置図
を
描
い
た絵
は、
こ
れ
ま
で
も
各
種
の
展
示図
録
や教
育 

文献
等
に掲
載
さ
れ
て
い
る
。
北
予変
則
中学
校
は
明
治
九
年
九
月 

か
ら
一
一
年
六
月
ま
で
の
名称
で
、絵

に
あ
る
旗
に
「変
則
中学
」 

の
文
字
が
あ
る
こ
と、
左
上
に
「明
治
十
年
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か 

ら
、
こ
の絵
は
明
治
一
〇
年
ご
ろ
の様
子
を
描
い
て
い
る
。

一
方、
愛
媛県

行
政
資
料
「中学
校
」
の
な
か
に、
明
治
一
六
年 

の
校
八
吉
配
置図
が
あ
る。
こ
の
配
置図
を
ト
レー
ス
し
て
文
字
を
活 

字
化
し
て
み
た
。

下
村為
山
の絵
に
あ
る
校舎.
建
物
の説
明
の
文
字
も
活
字
化2
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し
た
(図
1

)

の
で、
明
治
一
六
年
の
校舎

配
置図(図
2

)
と
比 

較
し
て
み
よ
う
。
配
置
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
明教
館
の
建
物
は、 

明
治
一
六
年
の
校舎

配
置図
に
は
「試験
場
」
と
あ
っ
て、
「教
場
」 

と
は区
別
さ
れ
て
い
る
。

な
お、
永
江為

政
編
『四
十
年
前
の
恩
師
草
間
先
生
』
(大
正
一
一 

年発
行)
に
「松
山
中学

校(
愛
媛県
北
予
中学
校
時
代
)
の旧
校 

舎
全
景
」
の写
真
が
あ
る
。写
真

下
に
は
「前
面
の
長
屋
は旧
藩
立 

学
校
養
成舎
の
建
物、
最
左
端
の
建
物
は
明教
館
の
講
堂、
其
背
後 

の
二
階
建
の
一
棟
は当
時
の
中学
校
寄
宿舎
」
と
あ
り
、図
1
.
2

と 

一
致
す
る。

図
置配

舎
校校

学
中山松の年6明

図

学
舎
二階
造 

28
坪県
有
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三
履歴

書

子
規
の
後
見
人
大
原
恒徳
の
履歴
書

大
原
恒徳

は
子
規
博図
録

『子
規
の
系
族
』
(

一
九
九
の
年)
.̂

，

31

ぺー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
年
譜
2

に
ょ
れ
ば、
明
治
一
ニ
年 

に
大
原
が
正
岡
子
規
宅
へ
移転
し、
明
治
一
五
年
に
子
規
の
後
見
人 

を
解嘱
さ
れ
て
い
る
。
大
原
は
ニ
代
藩
主
松
平
定頼
の真
筆
を
所
持 

し
て
い
た
？)。
な
お、
左
に
「恒蔥」
と
あ
る
が、蒽
は徳
の
異体
 

字
(
本
字
)

で
あ
る
。

(
愛
媛県

行
政
資
料
「官
吏
履歴」
)

履歴
書

愛
媛県
士
族 

元
松
山県
 

大
原恒
惠 

俗称

大
次
郎 

嘉
永
四
亥
年
二
月廿
八
日
生 

廿
八
年
五
ヶ
月

明
治
九
年
四
月廿
四
日 

一、
小学
三
等
授
業
生
被
申
付
候
事 

仝
年
六
月
十
六
日

一、
愛
媛県
裁
判
所
雇雑
務
掛
被
申
付
候
事 

仝
年
十
一
月卅
日 

一、
雇
被
免
候
事 

同
年
十
二
月
十
八
日

一、
高
松
支庁
へ
御
用
金為
護
衛
被
差
遣
候
事 

明
治
十
年
四
月
十
三
日 

一、
第
一
課
雇浄
書
科専
務
被
申
付
候
事 

明
治
十
一
年
二
月 

一、
往
復
科専
務
被
申
付
候
事 

明
治
十
二
年
四
月
一
日 

一、
庶
務
課
雇
被
申付
候
事 

同
年
六
月十
八
日

一、
等
外
三
等
出
仕
被
申
付、学
務
課専
務
被
申
付
候
事 

右
之
通
ニ
御
座
候
也

明
治
十
二
年
九
月廿
九
日 

大
原
恒徳
@

県
令
岩
村
高
俊
殿

服
部
嘉
陳
の
履歴
書

服
部
嘉
陳
は
子
規
博図
録

『子
規
の
系
族
』
(

一九九〇
年
)

41
〜 

45

ぺー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
誌
八号

に
服
部
嘉
修
「服 

部
嘉
陳
あ
れ
こ
れ
」
が
あ
る
。
「伊
予
史
談
」
三
三号

(大
正
一
二 

年
)

9

ベー
ジ
に、
服
部
嘉
陳
が
幕
末
の
京
都
で
活
動
し
た
こ
と
に 

触
れ
て
い
る
。

(
愛
媛県

行
政
資
料
「官
員
履歴」
) 

石
鐵県
貫属
士
族 

元
松
山県
 

服
部
丹
治
嘉
陳 

通称
嘉
門

― 15 一



庚
午
十
一
月
東
京
詰権
大属
申
付
候
事 

松
山
藩

東
京
詰権
大属
申
付
候
事 

辛
未
六
月 

松
山
藩

東
京
詰権
大属
差
免
候
事 

壬
申
正
月

石
鐵県
十
一
等
出
仕
申
付
候
事(別
履歴
書
に
書
記
掛
と
あ
り) 

同
六
月
八
日
 

任
石
鐵県
権
大属

藤
野
漸
の
履歴

書
(
二
通
)

藤
野
漸
は
子
規
博図
録

『子
規
の
系
族
』(一
九
九
の
年)
^
.

^
 

ぺー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「伊
予
史
談
」
八
五号

(昭
和
一
一 

年
)

3

ぺー
ジ
に、
明
治
九
年
「讃
岐国
ニ
愛
媛県
支庁
ヲ
置
キ属
 

官
藤
野
漸
ヲ
以
テ
支庁
長ト
ス
」
と
あ
り
、
同
八
八号

(昭
和
一
一 

年
)

52
ぺー
ジ
に、
「久
万
租税

課
出
張
所
大属
藤
野
漸
氏
」
と
あ 

る
。
さ
ら
に
同
八
九号
(
昭
和ー
ー
年)
57

ぺー

ジ
に
「名
士
藤
野 

漸
」
の
紹
介
記
事
が
あ
る
。

(
愛
媛県

行
政
資
料
「官
員
履歴」
) 

石
鐵県
貫属
士
族 

元
松
山県
 

藤
野
和
氣真
人
漸 

通称
友
之
進

庚
午
閏
十
月
十
七
日 

松
山
藩権
大属
申
付
候
事 

辛
未
三
月
十
五
日 

松
山
藩
大属
申
付
候
事 

同
八
月廿
五
日 

依
願
免
職
申
付
候
事 

壬
申
三
月
二
日

石
鐵県
十
一
等
出
仕
申
付
候
事 

同
六
月
八
日
 

任
石
鐵県
権
大属

(
愛
媛県

行
政
資
料
「官
吏
履歴」
) 

愛
媛県
士
族 

元
松
山県
 

藤
野 

漸 

通称

友
之
進

明
治
五
年
壬
申
三
月

一、
石
鐵県
十
一
等
出
仕
庶
務
掛
申
付
候
事 

同
年
五
月

一、
任
石
鐵県
権
大属
 

租税
掛
申
付
候
事 

明
治
六
年
癸
酉
二
月 

一、
免
本
官 

同
七
年
甲
戌
十
月

― 16



一、
補
地
理
寮
十
二
等
出
仕
庶
務
課 

同
八
年
七
月廿
日 

一、
任
愛
媛県
権
中属
 

租税
課専
務
改
正
掛
申
付
候
事 

同
年
八
月
十
五
日 

一、
地
理
掛
兼
務
申
付
候
事 

同
年
十
一
月
七
日

一、
租税
課専
務
地
理
掛
兼
地
租
改
正
御
用
掛
申
付
候
事 

明
治
九
年
一
月
八
日 

一、
任権
中属
 

明
治
十
年
一
月廿
五
日 

一、
任
同県
三
等属
 

明
治
十
二
年
一
月
四
日 

一、
任
同県
二
等属

村
上
格
致
の
履歴
書

子
規
宅
の
西
隣
が
村
上
格
致
宅
で
あ
る
。
本
誌
二
八号
に
森
岡
正 

雄
「子
規
と
村
上
家
の
人々

」
が
あ
り
、
村
上
格
致
に
も触

れ
る
。 

「伊
予
史
談
し
八
九号
へ
昭
和ー
ー
年ー
以
‘̂
ぺー
ジ
に
村
上
格
致 

の
名
が
あ
り、
「奥
平
家
臣
也
」
と
あ
る
。

(
愛
媛県

行
政
資
料
「官
吏
履歴」
) 

石
鐵県
貫属
士
族 

元
松
山県
 

村
上
源
格
致

通称

助
八

庚
午
六
月廿
八
日 

一、
松
山
藩
史
生
申
付
候
事 

同
十
二
月廿
日

一、
松
山
藩
少属
試
補
申
付
候
事 

(
朱
)
「辛
未
七
月
十
四
日 

一、
松
山
藩
被廃
」

同
年
同
月
同
日

一、
追
テ
御
沙
汰
候迄
是迄
ノ
事
務
取
扱
可
致
事 

(
朱
)
「同
十
一
月
二
日 

一、
松
山県
被廃
」

同
年
同
月
同
日

一、
追
テ
御
沙
汰
候迄
是迄
ノ
通
事
務
取
扱
可
致
事 

壬
申
三
月廿
七
日

一、旧
県
引
渡済
ニ
付、
事
務
取
扱
差
免
候
事 

同
六
月
八
日

一、
任
石
鐵県
十
四
等
出
仕
申
仕
候
事

四
松
山
市
街
全図
に
み
る
松
山
中学
校
と
城戸
屋
旅
館

松
山
中学
校
は
二
番
町
に
あ
つ
た

一
番町
四
丁
目
の： 2；丁

丁

愛
媛
支
店
西
側
に、
「漱
石
ゆ
か
り
の
松 

山
中学
校
跡
」
の
碑
が
あ
る
。
一
方、学
校
設
置
書
類
？)の学
校
位 — 17 —



厂

図 3 松山中学 校一帯 の地番図
注 ）「松 山 市 街 全 図 」により作成。

番
の状
況
か
ら、52
番
地
は
ニ
番
町
、11
番
地
はー

番
町
で
ぁ
る
。 

現
在
は
ど
ち
ら
も
一
番
町
だ
が、当
時
は
中学
校
敷
地
西
部
分
は
ニ 

番
町
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ニ
章
で
み
た
よ
う
に、
松
山
中学
校
の
職 

員
室
.

校
長
室.
明教
館
は学
校
敷
地
の
西
部
分
に
あ
っ
た
。
そ
こ 

で
敷
地
西
部
分
の52
番
地
、
っ
ま
り
ニ
番
町
を
松
山
中学
校
の
所
在 

地
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

置
は
「温
泉
郡 

二
番
町
」
と
記 

さ
れ
て
い
る。 

「石
碑
は
一
番 

町
に
あ
る
の
に
、 

な
ぜ
二
番
町
に 

あ
つ
た
と
さ
れ 

る
の
だ
ろ
、っ 

か
。
」
と
疑
問
に 

思
っ
て
い
た
。

松
山
市
街
全 

図
で、
松
山
中 

学
校
の
あ
っ
た 

一
番
町
の
西
部 

分
を
み
て、
こ 

の
疑
問
が
永
解 

し
た
。図
3

の 

よ
ぅ
に
「中学
 

校
」
と
記
し
て 

あ
る
あ
た
り
に 

は、
52
番
地
と 

11
番地があ 

る。
周辺
の
地

— 18 —



図 4ー 1 明治中期の岱洲館
注）左 手 上 の 家 屋 に 「岱 洲 館 」という看板がある。戸 嶋 健 ニ 氏 提 供 『商 工 技 芸 愛 媛魁 』（明 治 19年 ）の複写 より。

城戸
屋
旅
館
は 

幡
太
郎
の実

家
ら
し
い
が
こ
の
人
物
の
名
前
の読
み
と
略歴
、 

三
番
町
八
番
地 

⑤
別
名
の
「岱
州
館
」
の
意
味、
以
上
5

点
が
知
り
た
い
。 

に
あ
っ
た 

こ
れ
に対
し
て
愛
媛県
立図
書
館
は、
次
の
と
お
り
回
答
し
て
い
る
。

愛
媛県
立図
 

①
松
山
市
三
番
町4
丁
目
に
「城戸
屋
旅
館
跡
碑
」
が
あ
る
。 

書
館
の
ホー

ム 

②
建
物
は
現
存
し
て
い
な
い
。

ぺー

ジ
に
「レ 

③
正
確
な営
業
期
間
は
不
明
。

フ
ァ
レ
ン
ス
協

 

④
(
略

)

同
デー
タ
べー
 

⑤
城戸
幡
太
郎
の
祖
父
(
元
.

大
洲
藩
士
)
が
維
新
後
に
始 

ス
」
が
あ
り
、
館
 

め、
屋号

を
「大
州
館
」
と
し
た
。
宿
泊
客
に
「大
」
よ
り 

外
か
ら
寄
せ
ら 

も
「岱
」
の
方
が
雅
趣
が
あ
る
と勧
め
ら
れ、
岱
州
館
と
し 

れ
た
質
問
と
回 

た
。
そ
の
後
は
祖
父
も
「岱
州
」
を
雅号
と
し
た
。

答
を掲
載
し
て 

さ
て、戸
嶋
健
ニ
氏
か
ら、
明
治
一
九
(

一八
八六)
年
に
刊
行 

い
る。
そ
れ
に 

さ
れ
た
『商
工
技
芸
愛
媛
魁
』
に
「各
府県

御
定
宿温

泉
郡
松
山 

次
の
よ
ぅ
な
質 

三
番
町
八
番
地
岱
洲
館
城戸

シ
ゲ
ヤ
」
と
あ
っ
て、
そ
の
景観
図
 

問
が
あ
っ
た
。 

が掲
載
さ
れ
て
い
る
と
ご教
示
い
た
だ
い
た
。戸
嶋
氏
が
古
書
店
か 

松
山
市
三
番
町 

ら
入
手
し
た
景観
図
(
複写
)

に
よ
れ
ば、
街区
の
角
に
あ
っ
て広
 

に
あ
っ
た
城戸
 

大
な
敷
地
に
多
く
の
建
物
が並
び
立
つ
旅
館
で
あ
る
。図
4

の
と
お 

屋
旅
館
に
つ
い 

り
、
城戸
屋
の
出
入
り
口
は
右
手、
道
路
に
面
し
た
門
に
「御
宿
城 

て、
①
現
在
の 

戸
屋
」
と
記
さ
れ、
「岱
洲
館
」
の
文
字
は
左
手
上、
さ
ら
に
左
に
お 

番
地
、
②
建
物 

城
を
描
く
の
で
、
左
方
に
城
が
あ
る
景観
で
あ
る
。

現
存
の
有
無
、 

さ
て、
震
に
述
べ
た
明
治
一
四
年
作
成
の
「地価
帳
」
で
「三 

③
旅
館
の営
業 

番
町
八
番
地
」
を
調
べ
る
と、
土
地
面
積
は
四
九
ニ
坪
余
と広
大
で、 

時
期
、
④
城戸
 

土
地
所
有
者
は
竹
村
貞
壽
で
あ
る
。
な
お
九
番
地
の
土
地
所
有
者
は 一 19 —



図 5 三番町8番地一帯 の地図
「松 山 市 街 全 図 」により作成。太字が三番町 8番地。

21

孕/ 公 3̂

五
お
わ
り
に

以
上、
子
規関
係
史
料断
片
と
題
し
て
史
料
紹
介
と
私
見
を
述
べ 

て
き
た
。

現
在、
子
規
の
故郷
松
山
は、
坂
雲
ブー

ム
で
に
ぎ
わ
い、
各
種 

の関
連
ィ
ベ
ン
ト
が
人々

の関
心
を
惹
き
つ
け
て
い
る
こ
と
は喜
ば 

し
い
こ
と
だ
。
し
か
し、
文学

上
の
創
作
が、
い
つ
の
ま
に
か
史実
 

と
混
同
さ
れ
て、
時
代
ィ
メー

ジ
や
人
物
像
の
「虚
像
」
がー
人歩
 

き
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か、
と
心
配
し
て
い
る
。
創
作
さ
れ
た
シ 

ナ
リ
オ
(
あ
る
い
は枠

組
み.
見
立
て)
に
合
わ
な
い、関
係
な
い 

史実
や
資
料
が、
疎
外
さ
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
はま
と
ま
っ
た「論
」
で
は
な
く、断
片
の
寄
せ
集
め
に
す

岸
重
崔
で
あ
る
。

続

い
て
「松
山
市
街
全図
」
で
調
べ
る
と、
三
番
町
八
番
地
は、 

図
5

の
ょ
ぅ
に
南
側
と
西
側
に
道
路
が
あ
る
角
地
で
あ
る
。
そ
ぅ
す 

る
と、図
4

に
あ
る
岱
洲
館
の
出
入
り
口
は
西
側
に
な
り
、
城戸
屋 

旅
館
の
出
入
り
口
は
南
側
に
な
る
。
現
代
の
地図
を
同
縮
尺
に
し
て 

重
ね
れ
ば、
城戸
屋
は
現
在
の
三
番
町
通
り
に
面
し
て
い
た
こ
と
に 

な
る
。
明
治
末
期
の
松
山
市
街図
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に、
現
在、 

勝
呂
外
科
の
南
を
東
西
に
走
る
道(八
番
地
の
北
側
に
な
る)
は、

明
治
時
代
に
は
な
か
つ
た
道
な
の
で
あ
る
。

漱
石
が
松
山
中学
に
赴
任
し
た
と
き
城戸
屋
旅
館
に
投
宿
し
た
の 

は、
明
治二
八
(一八

九
五
)

年
の
こ
と
で
あ
る
。
『商
工
技
芸
愛
媛 

魁
』
の
景観
図
は
そ
の一
〇
年
前
で
あ
る
か
ら、
漱
石
が
投
宿
し
た 

と
き
も
同
じ
景観
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
明 

治
時
代
に
も
城戸
屋
の
玄関
が
北
面
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
思
い込
 

ま
せ
る観
光
案内
は、
見
直
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

1
1

ぎ
な
い
が
、
そ
の
寄
せ
集
め
の
積
み
重
ね
か
ら
新
知
見
が
生
ま
れ
る 

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
は、
膨
大
な
子
規研
究 

(
文学
)

や
明
治
松
山研

究(歴
史
)

の
蓄
積
の
な
か
で、
す
で
に
ど
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な
た
か
が
指
摘
し
て
い
た
り
紹
介
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
か
も
し
れ

な
い
。
先学
の
方々

よ
り
ご
批
正
を
い
た
だ
き、
よ
り
正
確
な
史実

に
迫
つ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

，
注(

1
)
 

和
田
克
司
氏
か
ら
は、
明
治
一
五
年当
時、
大
原
恒徳
が
子
規 

宅
敷
地内
に
同
居
し
て
い
た
こ
と
が
確実
に
な
つ
た
こ
と、
歌 

原
誠
と増
田
正
春
が
同
一
敷
地内
に
住
ん
で
い
た
こ
と、
子
規 

宅
東
南
の
中
の
川
に
架
け
ら
れ
た
橋
の
名
が
流
慶
橋
で
あ
る
こ 

と
な
ど
が
、
新
知
見
であ
る
と
の
ご指
摘
を
い
た
だ
い
た
。

(
2
)
 

和
田
茂
樹
先
生
は
、
講
談
社
版
『子
規
全
集
』
の
編
さ
ん
を 

中
心
に
な
つ
て
進
め
ら
れ
る
な
ど、
子
規研
究
と顕
彰
を
リー
 

ド
さ
れ
た
。
先
生
を抜

き
に
し
て
「子
規顕
彰
活
動
の
あ
ゆ
み
」 

を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
3
) 

「市
街
地
地価

一
筆
限
り
帳
」
な
ど
と
呼称
す
る
こ
と
も
あ
る
。

(
4
) 

愛
媛県
立図
書
館
所蔵
。
こ
の図
の
南
部
は
子
規
博
だ
よ
り
2
 

卷
3号
別
刷
付録
と
し
て
複
製
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)
 

講
談
社
版
『子
規
全
集
第
二
十
二巻
年
譜
資
料
』 

(

一
九
七
八
年)
一
五
ぺー
ジ掲
載
の
地図
、
同
書
七
ニ
四
ぺー
 

ジ掲

載
の
地図
(
地
名
の
誤
表
記
に
つ
い
て
は、
和
田
先
生
白
身 

が
「子
規
少
年
時
代
の
『松
山
市
街
全図
』」
(
子
規会
誌
四号
) 

で
す
で
に
訂
正済
み
。)、
和
田
茂
樹
先
生
「子
規
少
年
時
代
の 

『松
山
市
街
全図
』」(
子
規会
誌
四号
、
一
九
八
〇
年
)掲
載
の

地図
、
和
田
茂
樹
先
生
「子
規
周辺

の
人々

と
『松
山
市
街
全 

図
』」
(
子
規
博
だ
ょ
り2巻
3号
、
ー
九
八
三
年0

(
6
)
 

平
成
ニ
ニ
年
二
月
の
子
規会

例会
に
お
い
て
、
和
田
克
司
氏 

か
ら絵
図
に
あ
る
文
字
の読
み
方
の
一
部
を
ご教
示
い
た
だ
い 

た
。

(
7
)
 

講
談
社
『子
規
全
集
第
二
ニ巻

年
譜
資
料
』
一
九
七
八 

年
。

(
8
)
 

「伊
予
史
談
」
第
一
一号
(
大
正
六
年)
の
「伊
予
古
文
書
」 

所収
。

(
9
)
 

愛
媛県

行
政
資
料
明
治
一
六
年
「中学
校
」
所収
。
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愚
陀
佛
庵
の
時
期
に
お
け
る子
規
、
漱
石
の転

機
(上
)

は
じ
め
に

従
来
、
自
筆
草
稿
が断
片
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に、
着
目
さ 

れ
る
こ
と
の
少
な
い
「承
露
盤
」
明
治
二
十
八
年
秋
の
部
の
一
葉
が 

持
つ
書写
過
程
を
通
じ
て、
子
規
が
「承
露
盤
」
を
書
き継
い
だ
具 

体
的
な内
容
を
見
る
。
さ
ら
に、
大
島
梅
屋
の
資
料
の
中
に、
子
規 

の
白
筆
稿
本
が
あ
っ
た
。
そ
の
稿
本
は、
子
規
が、
松
風会
の
人々
、 

と
り
わ
け
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
た
梅
屋
に、
懇
切
丁
寧
に、
自
著 

『獺
祭
書
屋
俳
話
』増
補
改
訂
版
の
新
刊
書
を
傍
ら
に
置
き
な
が
ら、 

ま
る
で黒
板
を
使
っ
て説
明
す
る
が
ご
と
く
に、
一
葉
の
紙
面
の
端 

か
ら
端
へ
と、
話
の内
容
の
要
点
を
記
し
な
が
ら、
さ
ら
に
裏
面
に 

至
り
、
長
時
間
か
け
て、説
明
を
果
し
た
子
規
の苜
筆
原
本
で
あ
る 

こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
紹
介
は
さ
れ
て
い
た
も
の
の、
解
明
に 

至
っ
て
い
な
か
っ
た、
子
規、
漱
石
、
霽
月
、
極
堂
の
俳
句会
の
俳 

句
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
記
す
。

本
稿
は、
子
規
が
、
人々

に
取
り囲
ま
れ
な
が
ら、
健
康
を
回
復 

し
雄
飛
せ
ん
と
と
す
る
契
機
を、
資
料
か
ら
汲
み
取
り
、
子
規
の
文

和田克司

学
へ
の、並
々
な
ら
ぬ
取
り
組
み
を
見
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に、
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
に
は、
「承
露
盤
」、
な
ら
び 

に、
大
島
梅
屋
資
料
所収

「子
規
口
述
筆
記
稿
本
」
の
影
印、
版
行 

を
許
可
さ
れ
た
。
館蔵
資
料
提
供
に
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

I

、
「承
露
盤
」
明
治
二
十
八
年
秋

今
日、
「承
露
盤
」
を
白
筆
で
全
丁
迪
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
べ 

て
分
割
さ
れ、
頒
布
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
、
そ
の
中
の、
重
要
な
一 

葉
が
、
松
山
市
立
子
規
博
物
館
に蔵
さ
れ
て
い
る
。
第
五
十
二
回
特 

別
企画

展
「坊
っ
ち
ゃ
ん
百
年
」図
録
な
ど
に、収
録
さ
れ
て
い
る 

も
の
で
あ
る
。
本
一
葉
は、
整
っ
た清
書
で
あ
る
た
め
に、
書
き
繼 

ぎ
な
ど
見
え
ぬ
ほ
ど
で
あ
る
が、
子
規
の
筆
跡
を
追
ぅ
こ
と
で
、
明 

治
二
十
八
年
九
月
上
旬
の
松
風会

の
動
き
が
わ
か
る
ほ
ど
に、
鮮
明 

に
時
間経
過
を
解
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、写
真
版
に
て
明 

確
な
如
く
、
各
句
に
は
、
頭
注
で
記号
が
記
さ
れ、
@

、
ホ、
世、 

太
、
早
と
あ
る
が
、
詳
述
し
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ、
子
規
が発
表
を続 —22 —



け
た
手
控
え
の
記号
で
あ
る
。

1

鐘
つ
け
ば
銀
杏
散
る
也
建
長
寺
 

漱
石
1

海
南
9
 

2

白
露
や
芙
蓉
し
た
た
る
音
す
な
り
同
 

海
南
9
 

3

試
み
ん
風
の
芒
に
一
刀 

碌
堂
1

海
南
9
 

4

精
進
に
菊
の
香
寒
し
僧並
ぶ
 

同 

海
南
9
 

5

試
み
に灯
置
か
ば
や
萩
の奥 

同 

海
南
9
 

6

長
き
夜
を
只蟎
燭
の
流
れ
け
り 

漱
石
2

海
南
9
 

7

露
深
き
野
菊
の
中
の
地蔵
哉
 

梅
屋
1

海
南
9
 

8
乗

り
な
が
ら
馬
の
糞
す
る
野
菊
哉
漱
石
3

海
南
9
 

9

名
月
や
犬
あ
ら
は
る
る
茶
木
原
 

叟

柳
1

海
南
9
 

10
秋
風
や
竹
四
五
本
の
梢
ょ
り
 

同 

11
大
寺
の
扉
あ
く
れ
ば
初
嵐 

碌
堂
2

海
南
9
 

12
名
月
や
山
僧
ひ
と
り
石
に
坐
す
 

三鼠海南

9
 

13
石
ぅ
て
ば稲

妻
は
し
る
あ
ら
野
哉
碌
堂
3

海
南
9
 

14
寺
町
や
芭
蕉
破
る
る塀
の内 

愛
松
1

海
南
9
 

15
名
月
や
向
ふ
ょ
り来
る
馬
の
鈴
 

狸伴海南

9
 

16
馬
に
二
人
霧
を
出
で
た
り
鈴
の
音
漱
石
4

海
南
9
 

17
長
き
夜
や
燈
下
に
吾黙
然
た
り
 

愛
松
2

海
南
9
 

18暁
や稲
妻
消
ゆ
る
海
の
上
 

同 

海
南
9
 

19
粟
稗
や
案
山
子
に残
る
夕
日
影
 

同 

海
南
9
 

20
月
高
し
一
里
を
行
け
ば
與
謝
の
海叟

柳
2

667

句会
エ 

8

句会
才 

8

句会
ォ 

1210
句会
力 

10I
X
I
X

10
句会
力 

10 10 18 18IXIX

便
宜
上、
句
頭
に
通
し
番号
を
付
し
、
作
者
名
の
下
に
本
葉
で
の 

作
者
の
順
序
を
記
入
し
た
。
末
尾
の数
字
は、
海
南
新
聞
に発
表
さ 

れ
た
月
日
であ
る
。
す
べ
て
、
二
十
八
年
九
月
の
記録
であ
る
。

1
 

一
匿
金

へ̂
转
つ
げ。你
食
^

と达

去
^

^

'

彩
試
み
ル
ル
二
亡丨

-

刀

^
^
^
^
^
4
1̂
ブ̂
！
？̂
^
^
^
--

兹̂

ふ

0
汰

み

"
ぐ俨
ゾ
\扒
ヲ
^

彩长

？
1̂

，」；̂
で̂
れ̂咔
，

-爸

覉

、竹

—

の
中
〔
他
^
む

^

ハ
ト
ス
ボ
太
冷 

3
^
价广
绮

少
如，
'̂

の
れ

穿同指
ル 

耿
み

恭

0

仏

0

ん
子
 
¢
¢1
ィ
'

 ̂

:

，
^

^

絲
1
^

パ
や
山/̂
い
一
 ̂

厶
I

多
土了

广̂

&
ル
歧̂

，で

-
の̂内

^
 ̂

贫

つ
/ 3 ？

ザ々

ム
束
ム

I
の
^
辨
~̂

1̂1

紹
パ
烏

I

 
一
^ ̂
1
|？
|
主
费

^
1

抑

承露盤
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「承
露
盤
」
の
筆
跡
と内
容
よ
り
見
て、
一
葉
の
書写
時
期
の区
 

分
を
考
察
す
る
。
漱
石1
、
漱
石
2

は、
「石
」
に
「こ
あ
り
、
漱 

石
3

、
漱
石
4

に
は
「石
」
に
「、」
な
し
。
も
つ
と
も、
後
半
12 

と、
13
と
の
間
に
「石
」
が
あ
り
、
点
の
有
無
が
見
ら
れ
る
、叟
柳 

1

は、
柳
の
正
字
で
あ
る
に対
し
、叟

柳
2

は
柳
の
異体
字
。
碌
堂 

1

の
「堂
」
の
第
一画
と、
碌
堂2
の
「堂
」
の
第
一画
の
長
短
と、 

筆
の
慣
れ
。
愛
松1
の
「松
」
の
楷
書
と、
愛
松2
の
「松
」
の
く 

ず
し
。
以
上
に
て、
前
半
と
後
半
と
を
通
じ
て、
書体
と
筆
勢
の
差 

か
あ
る
こ
と
を概
観

で
き
る
。

全体
的
な、
主観
的
印
象
で
は、
前
半
十
句
で
は、
前
半
六
行
が
、 

や
や横
広
の、
ゆ
つ
た
り
と
し
た
配
置
の
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
漱
石 

2

よ
り
、
縦

長
の
書体

に
移
り
、
叟

柳

1

に
て
わ
ず
か
な
が
ら、
行 

間
に
間
隙
が
出
て
き
て
い
る
。
後
半
十
句
で
は、
前
半
六
句
の
漱
石 

4

ま
で
と、
次
の
愛
松
と
の
間
に
は、
微
妙
な
が
ら、
時
間
差
が
あ 

る。
愛
松2
の
ニ
句、
な
い
し
三
句
の、
冒
頭
よ
り
流
れ
る
方
向
が、 

そ
れ
以
前
の
句
の
流
れ
に
比
べ
る
と、
右
傾
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

叟

柳
2

に
も、
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
末
尾
の叟
柳
2

の
作
者
名 

が、
や
や
左
に
見
ぇ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
20叟

柳
2

と
、
愛 

松
2

と
書写
時
期
が、
同
時
期
か
ど^^か
は
微
妙
で
、
明
確
な区
分 

は
難
し
い
。

「承
露
盤
」
と
同様
に、
松
風会

の
動
き
が読
み
取
れ
る
の
は、
「病 

余
漫
吟
」
と
海
南
新
聞
の
俳
句掲

載状

況
で
あ
る
(
註
1

0

右
の 

「承
露
盤
」
と、
ほ
ぼ
同
一
時
期
の
子
規
の
句
は
「病
余
漫
吟
」
に
て 明

示
で
き
る
。

秋
時
候

長
き
夜
を
何
に
更
か
す
ぞ
岡
の
家
 

夜長海南

28，
9
,
6

飄
亭
宛
書
簡28
‘
9
,
8
 

蝇
燭
の
燃
え
き
れ
ん
と
し
て
夜
ぞ
長
き
夜
長
句会
エ 

冷
か
に
蟹
の
背
中
の
入
日
か
な
 

ひ
や
や
か 

丁
丁
と
碁
を
打
つ
家
の
夜
寒
哉
 

夜
寒
句会

力9
. 
6

以
前 

朝
寒
や
蘇
鐵
見
に
行
く
妙
國
寺
 

朝
寒
句会

ォ9
. 
6

以
前 

賣
れ
殘
る
木
魚
一
つ
に
秋
の
行
く
 

暮
秋
句会

力9
. 
6

以
前 

猿簑
の
秋
の
季
ぁ
け
て
請
む
夜
哉
 

秋
時
候
雜
「燈
火
漸
可
親
」 

秋
天
文

精
進
の
こ
ょ
ひ
に
落
ち
て
月
の
客
 

名月句会
アか 

蓬
生
や
我
頰
は
し
る
露
の
玉
 

露 

釣
鐘
の
そ
ば
に
寄
ら
れ
ぬ
野
分
哉
 

野分句会
ゥか 

兎
角
し
て
九
年
の
月
見
友
も
な
し
 

「達
磨賛
」

豆
腐
買
ふ
て
裏
道戻
る
野
分
哉
 

野分句会
ゥか 

晝
の灯
や
本
堂
暗
く
秋
の
風
 

秋風句会
ァか 

藍
色
の
海
の
上
な
り
須
磨
の
月
 

月
「須
磨
に
て
ニ
句
」

海
南
28
9
, 
7

馬
下
り
て
川
の
名
問
へ
ば
秋
の
風
 

秋
風
松
風会

9
. 
6

追
吟

飄
亭
宛
書
簡28，
9
,
8
 

海
南
28
9

‘10 

棧
や
下
を
の
ぞ
け
ば
秋
の
風
 

秋風句会
ァか
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侍
の
朱鞘
に
出
た
つ
月
見
哉 

淺
草
ゃ
猿
飼
ふ
店
の
秋
の
風 

絶
頂
や
銀
河さ
さ
へる
劍
巖 

初
嵐
櫓
の
足
場
崩
れ
け
り 

秋
植
物

鷄
遊
ぶ
銀
杏
の
下
の
落
葉
か
な 

駄
菓
子
賣
る
村
の
小
店
の
木
槿
か
な 

露
に
伏
す
薄
の
原
の
朝
日
哉 

か
せ
を
干
す
紺
屋
の
柳
散
り
に
け
り 

風
を
い
た
み
萩
の
上
枝
の
花
も
な
し

名
月

秋風句会
ォか 

天の川句会
ィか 

初嵐句会
力

銀
杏
落
葉

木
槿

薄柳
散
句会

エ 

萩
句会

力9
. 
6

以
前 

飄
亭
宛
書
簡28
9
,
8
 

草
の
中
に
野
菊咲
く
な
り
一
里
塚
 

野
菊
句会

ォ9
, 
6

以
前 

爪
紅
の
手
を
の
べ
て
芙
蓉
折
ら
ん
と
す
芙
蓉
9
. 
6

以
前 

破
れ
盡
す
貧
乏
寺
の
芭
蕉
哉
 

芭
蕉
句会

力9
. 
6

以
前

右
の
「病
余
漫
吟
」
一覧
を
通
じ
て、
「承
露
盤
」
と
共
通
す
る
句
題 

が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。た
と
え
ば
、
「承
露
盤
」6
の
漱
石 

2

の
句
と、
「病
余
漫
吟
」
秋
時
候
の
「夜
長
」
「句会
エ
」
(
註
1
) 

の
句
で
あ
る
。当

日
の
句
題
は
「
蟎
燭
」、
大
島
梅
屋
句
題
控
え
の 

順
序
で
言
え
ば、
五
番
目
に
該当

す
る
「句会
ェ
」、
開
催
時
期
は、 

海
南
新
聞
の発
表
時
期
よ
り
見
て、
九
月
六
日
以
前
と
い
つ
た状
況 

が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て、
右
の
「病
余
漫
吟
」
に
注
記
し
た、
句会
、
句
題

の状
況
か
ら
見
る
と、掲

出
の
「承
露
盤
」
に
つ
い
て
は、
8

漱
石 

3

で
注
記
し
た
ょ
ぅ
に、
「病
余
漫
吟
」
と
同
一
の
句会
記号
を
付
加 

で
き
る
。
も
つ
と
も、
句会オ
と
句会
力
と
の句
題
は、
近
接
し
て 

記
さ
れ
て
い
る
た
め
に、
あ
る
い
は、
同
日
の
句会
の
も
の
か
も
し 

れ
な
い
。
「句会
エ、
句会
ォ
」
も
同様
で
あ
る
。

か
く
て
本
「承
露
盤
」
は、内
容
的
に
は、
9

と
10

の叟
柳1
を 

境
と
し
て
、7
梅
屋
ま
で
の
前
半
部
分
と、
そ
れ
以
降
の
後
半
に区
 

分
で
き
る
。

さ
ら
に
ま
た
、殆
ど
の
句
が、
海
南
新
聞
へ
の発
表
時 

期
が
明
確
で
あ
る
た
め
に、叟

柳1を
境
と
す
る
、
前
半
の
九
月
上 

旬
と
後
半
の
九
月
十
日
前
頃
と画
然
と
し
て
お
り
、
句
の
制
作
月
日 

が、
互
い
に
近
接
し
て
い
るこ
と
も、
明
確
な
の
で
あ
る
。
一
葉
の 

「承
露
盤
」
が
示
す
、
時
間経
過
の
具体
的
な
例
で
あ
る
。

ニ、
『増

補
再
版
獺
祭
書
屋
俳
話
』
の
刊
行
と 

子
規
の
自
筆
「子
規
口
述
筆
記
稿
本
」

大
島
梅
屋
の
記録
し
た
資
料
が
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
に
所 

蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
子
規
の
自
筆
稿
本
が
あ
っ
た
。
「大 

島
梅
屋
資
料
三
の
ニ
の7
」
「子
規
口
述
筆
記
稿
本
」
一
葉
で
あ
る 

(
註
2

0

2
7.
 

0

ズ
4
0
.
 

3

前
後
の
大
判
の
爵
紙
で
、
中
央
部
に 

「伊
豫教
育
義
會
事
務
所
」
と
あ
る
。
明
治
二
十
年
春、
伊
予教
育 

義会
に
ょ
っ
て、
伊
予
尋
常
中学
校
が
創
設
さ
れ
た
。虚
子
が
入学
 

し、
碧
梧
桐
と並
ぶ
こ
と
に
な
る
契
機
と
な
つ
た団
体
で
あ
る
。
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本
「子
規
口
述
筆
記
稿
本
」
が
、
子
規
の
口
述
筆
記
で
あ
る
こ
と 

は、
判
明
し
て
い
た
が、
そ
の内
容
に
つ
い
て
は、
未
解
明
で
あ
っ 

た
。
し
か
し、閲
読
し、
解
明
し
て
行
く
過
程
で
、
子
規
の
注
記
の 

数
字
が、
『増

補
再
版
獺
祭
書
屋
俳
話
』
のぺー
ジ数
と
合
致
す
る 

こ
と
か
ら、
一挙
に、
そ
の
性
格
が
明
確
に
な
り
、
子
規
が、
松
風 

会
の
人々

に、説
明
し
た
肝
要
な
こ
と
ど
も
が、
記録
さ
れ
て
い
た 

こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。数
字
に
は、
.二
種
あ
る
。
通
例
の数
 

字と括弧
を括っ
た数
字で
ある。

括弧で括っ
た数
字が増
 

補
部
分
の
「芭
蕉雑
談
」
のぺー
ジ数
で、
『
増
補
再
版
獺
祭
書
屋 

俳
話
』
で
は、
初
版
のぺー
ジ数
に続
い
て、増

補
さ
れ
た
「芭
蕉 

雑
談
」
を
通
し
べー
ジ数
に
し
な
い
で、
新
た
に1
ぺー

ジか
ら数
 

字
を
入
れ
た
た
め
に、
同
一ぺー
ジ数
が残
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三 

版
で
は、
改
良
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

「子
規
口
述
筆
記
稿
本
」
に
記
入
さ
れ
た数
字
が、
す
べ
て
『増
補 

再
版
獺
祭
書
屋
俳
話
』
の
ぺー
ジ数
と
完
全
に
合
致
す
る
こ
と
は、 

子
規
が、
梅
屋
ら
の
た
め
に、
後
で参
照
で
き
る
よ
ぅ
に、
ぺー
ジ 

数
を
記
入
し
た
の
で
あ
っ
た
。
書
名
の説
明
よ
り
始
め
て、
同
書
の 

冒
頭
よ
り説
明
し
た
こ
と
は、
本
「子
規
口
述
筆
記
稿
本
」
の
注
記 

で
明
白
で
あ
り、並
々
な
ら
ぬ
意気
込
み
で、説
明
を続
け
た
跡
を 

た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
の翻
字
の
組
版
は
難
し
い
が
、
ほ
ぼ
記
述
し
た
順
序
で
、 

写
真
版
の内
容
を翻
刻
し
た
。
な
お、
ロ
記号
で
難読
の
箇
所
を
示 

した。
子
規
の
記
し
た数
字
は
『
増
補
再
版
獺
祭
書
屋
俳
話』
の

ぺー

ジ数
を
示
す
。
同
注
記
の、
私
に
記
し
た
該当
箇
所
の
ぺー

ジ 

数

は
「
」
で
括
り、閲
読
の
便
を
は
か
り、内
容
把
握
の
た
め
に、 

随
所
に
註
を
入
れ
た
。
註
番号
は、ぺー
ジ数
を
意
味
し、数
字
の 

な
い
註
は、
至
近
の
部
分
の
註
で
あ
る
。

「子
規
口
述
筆
記
稿
本
」
表

明
洪
氏
其
著
菜
根
譚
ニ
行
程対
句

 

獺
祭礼

記 

上
俗
 

本
ヲ
散乱
セ
ル状
 

下山林ノ楽 

足
利
時
代
連
歌
 

著
者
藤
原
良
基 

「6
」
筑波
 

尊
氏
道誉

新
つ
く
ば
時
代
心
敬
宗
祇
宗
長
肖
柏実
隆 

一
條
冬
良
著.
宗衹

輔
助
「2」宗因江戸
ニ来
リ 

さ
れ
ば
こ
、
に
檀
林
の
木
あ
り
梅
の
花

5

毛
吹
艸 

檀
林
軒

貝
お
ほ
ひ 

松
意
ナ
ル
友
モ
ア
リ
松
意
ノ
軒
ヲ
見
テ
競
ヒ
シ
カ 

ミ
ナ
シ
グ
リ
「
5

」 

松
意
後
ニ
名
ケ
ル
力
ハ
分
ラ
ズ 

虚

(
栗
) 

檀
林
ト
ハ
皇
后
ノ
名
ニ
モ
言
出
ヅ 

「5
」
ツ
ブ
キ 

徳

川
時
代
の
建
部
綾
足涼

岱涼
帒
 

都
筑
ハ続

く
ト
モ
向
フ
カ
岡続

篇
也 

註
5
 :

「足
利
時
代
よ
り
元禄
に
至
る発
句
」
に
調
柳
の
句
の
出
典
「都 一  26 —



ウ
ト
ク 

「8

」 

ガ
ミ 

「8
」
有徳
な
る
物
人
ニ
ア
ラ
ズ
「つくも髪
」
白髪
ニナ
リシ

ヲいふ

筑
の
原
」
の説
明。
同
集
は、
「俳
諧
江戸
広
小
路
」
「俳
諧
向 

之
岡
」
の続
編
と
な
る。
貞
享
五
年
序。

「6
」
三
百 

サ
ル
ト
リ
モ
チ 

宮
筒 

猿

(黐
)

力
夕
ウ
夕

7

片
歌
五
七
七
萬
葉
ノ
下
ノ
句

ト
等
シ 

註
7

：
「字
余
り
の
俳
句
」
に
「時
と
し
て
ニ
十
五
音
に
至
る
も
の
ぁ
り

 

て
却
つ
て
片
哥
ょ
り
も
猶
長
し
」

9

47
17

註
9
 

:

「俳
句
の
前
途
」
に
「錯
列
法
パ
—

ミ
ユ
テ
—

シ
ヨ
ン
」

註
47：
「女
郎
花
」
に
「秋
の
七
草
」

17
さ
ょ
ふ
け
て
千
鳥
な
く
也
」

明
石
潟
-....

紅
葉
の
こ
き
一
葉
こ
そ
散
に
け
れ 

我
の
子
駒
の黒
髪

の
上
に 

註
17：
「嵐
雪
の
古
調
」
に
「古
歌
の翻
案
」
ぁ
り
。

(12
ば
ハ
ざ)
8
鄙
丸
ヒ
ナ
ノ
コ
ト
ヲ
人
ラ
シ
ク
云
ヒ
シ
也 

註
12：
「和
歌
と
俳
句
」
に
「皆
な
雅
趣
ぁ
ら
は
る
は
な
し
」
を
訂
正

 

「皆
な
雅
趣
あ
ら
ざ
る
は
な
し
」

註
8

：
「有徳
な
る
物
汐
千
の
潟
な
る
大
き
な
る鯛
由
卜
」
の
句
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14
鐘
一
ッ
賣
れ
て
ト
ル

陽気
ニテ盛也 

註
8
 :

「宝
井
其
角」
に
「鐘|

ッ
ぅ
れ
ぬ
日
は
な
し
江戸
の
春」
の
句

「8
」左勝(雪

ノ
フ
ク
ノ方
)

「8
」鯛

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ 

註
8
 :

「雪
の
鈍
左
勝
水
無
月
の
鯉
芭
蕉
」
の飩(
フグ〕に
「雪の 

吹
く
方」
を説
明

「8
」
は
へ
ぇ
ナ
リ
「
13」
四
ッ
手
16
莖
立
蕪
類
ノ
正
月
ニ

用
フ
ルー
種
ノ
菜

ミ
ル
シ
ケ
ル
物 

16
み
る
房

註
16：
「服
部
嵐
雪」
に
「薪
ぁ
け
て
莖
立
朝
ま
だ
き
」
の
「莖
立」説
 

明。
「ミ
ル」
は
海
松、
「シ
ケ
ル」
は
繁
る。

註
16：
「服
部
嵐
雪」
に
「み
る
房
や
か
か
れ
と
て
し
も
寺
の
尼
」
の 

「み
る
房」説
明。

ナ
ホ

18
一
斑
猶 

ォ
ホ
ミ
ソ
ヵ
ニ
家
方
ニ
三
斗 

岡
見 

去
年
運気
ニ
ヨ
ル 

蓬莱

吹様

註
18：
「服
部
嵐
雪」
に
「其|
班」
を
「其
|

斑」
に
朱
字
に
て
訂
正 

註
18：
「服
部
嵐
雪」
に
「猶
き
」
を
「猶
ほ
」
に
朱
字
で
訂
正

21
ま
ね
て
も 

好
ミ
テ
ニ
モ
ア
リ 

二
百
句
ハ
三
百
句 

二
百
句 

註
21：
「向
井
去来
」
に
「去来
の
句
」
「ニ
百
句」
を
「三
百
句
」
に 

訂
正

註
21
(21
)

：
「向
井
去来
」
に
「意気
凛
然」
「豪壮
」
「教
晦」
「繊
巧 

に
し
て奋
創」
「神
韻縹
渺
自
然
に
渾
成」
な
る
を
「ま
ね
て
も」 

「好
み
に
よ
る
」
と説
明

丈
艸
ノ
ニ
ハ

「18」 

動
物
ハ
三
分
ノー 
以
上 

註
18：
「服
部
嵐
雪」
に
「択
ぶ
所
の
も
の
は
動
物
に
し
て
丈
草
句
中
に 

三分
の
こ
とあ
り

(益桜
時
鳥
雪
亦
十
句
以
上
ア
リ

邡

椿
時
鳥
月 

鴨

な

く

や
26
時
雨
雪
ハ
去来
同様
 

鳴
等
ニ
ア
ラ
ズ 

十
句
以
上
ア
リ 

註
26
：
「内
藤
丈
草」
に
「屋
根
ふ
き
の
海
を
ね
ぢ
む
く
時
雨
哉
」
の
句 

あ
り

十
許
リ
忙
キ
コ
ト

能
ク働
ク
コ
ト 

ヲ
形
容
ス

社
の
花

花
の
杜穏
当

ナ
リ両

三
ツ
改
ム
ト
ぅ
た
モ
此
語
あ
り —28 —



註
：
「東
花
坊
支
者
」
に
「花
の咲
く
木
は
い
そ
が
し
き
二
月
か
な
」
の 

句
を
示
す
か

28
た
だ
も
の
「偏
ラ
」

註
28
：
「東
花
坊
支
考
」
に
「百
合
の
花
た
だ
も
の
あ
ち
ら
向
き
た
が
る
」 

の
語
句説
明

臘
八
臘
月
八
日

(
出
山
ノ
釋
迦
〕

24
非
有
ラ
「アラ」
ノ仮
名
ロ
ロ 

「25」 

滅 

ひ
ま
あ
く
ナ
ガ
ク
カ
カ
ル
コ
ト
 

註
：
「内
藤
丈
草」
に
「ひ
ま
あ
く
や
蚤
の
出
て
行
く
耳
の
穴」
の
句
あ
り 

註
24：
「内
藤
丈
草」
に
「禅
味
に
富
む
こ
と
を
心
づ
か
ぬ
者
は
非
る
べ 

し」
を
「有
ラ
ザ
ル」
に
訂
正 

29
美
濃
派(西

(
東花坊
)

支考
 

廬
元

ハ——

坊)
五竹坊 

(
里
紅
)

註
29：
「東
花
坊
支
考
」
に
「美
濃
派
」
と
朱
の
注
記
あ
り

ミ
カ
サ
ブ
ケ

「32」
三笠附
 

何
の
そ
の
岩
を
も
と
ほ
す
ロ
ロ
ロ
ロ 

ソ
バ
ヤ

45
句
ノ
点
イ
ラ
ヌ

註
45：
「初
嵐
」
に
「君
が
代
も
ニ
百
十
日
は
あ
れ
に
け
り
」
の
付
点
記 

号
の
意
味
な
き
を
記
す。
な
お'「初
嵐
」
の
標
題
の
下
に
「(新 

聞
「日
本」
解
停
の
時
作
る)」
と
朱
字
に
て
注
記
を
し
て
い
る。

48
(
女
郎
花
ニ
僧
明
尊
ノ
句
ニ
出
ブ)

又

47
秋艸尾花くず花なでし子の花また藤袴 

朝
顔
の
花 

女
郎
花
萩

(
万葉
の歌
ニョ
ル)

」

註
47：
「女
郎
花
」
に
「秋
の
七
草」
あ
り

「子
規
口
述
筆
記
稿
本
」
裏 

56
燈
火
漸
可
親
行
秋
の
親
し
く
な
り
し
夜
寒
哉 

註
56
：
「俳
諧
麓
の呆
の
評」
に
「行
燈
も
し
た
し
夜
長
の
ふ
み
机
」
の 

句
あ
り

57
其
角
ノ
句.
.
.
.
.
.
.
.
.:,

註
57：
「俳
諧
麓
の
菜
の
評
」
に
「山
畑
や
雲
ひ
く
あ
と
に薷
麦
の
花 

(其
角
よ
り来
る)
永
機
」
の
句
あ
り

(
荷
兮
)

艸
の
葉
や
脛(
す
ね
ミ
セ
ケ
チ
)
の
折
た
る
き
り
ぎ
り
す 

挟
物
小
サ
キ
物

註
：
「俳
諧
麓
の
菜
の
評
」
に
「白
魚
と
は
こ
よ
な
き鰭
の狭
物
か
な
」 

の
句
あ
り

68窵
の暁
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

良
不
解
.

— 29 —



註
68：
「発
句
作
法
指
南
の
評」
に
「鶯
の暁
寒
し
き
り
ぎ
り
す
」
の
句 

あ
り

註
：
鴛
の暁
寒
し
き
り
ぎ
り
す(典
)
(

類
柑
子)
(

五
元
集
拾
遺
)。
類 

句
に
' 

鶯
の暁
か
な
し
き
り
ぎ
り
す(典
)
(

橋
立
案内
志
追
加) 

(橋
立
案内
志
追
加
)
宮
津
紅笋
ノ
其
角
追
悼
ノ
文
中
二
ア
リ

闌
更
弟
子

反
古
の
山
(真
ノ山
ニア
ラズ)
三傑集

 

車
蓋
編

(
蓼
暁
闌
)

註
：
「
锻
祭
書
屋
俳
話増
補
序」
の
末
尾
「明
治廿
七
年
四
月
三
十
日」 

に
「反
古
の
山
の
ふ
も
と
に
て
著
者
し
る
す
」
と
あ
り 

註
：
「觸
祭
書
屋
俳
話増
補
序」
の
本
文
に
「冬
の
日
春
の
日
あ
ら
野
猿 

蓑
」
に
加
え
て
「三
傑
集
蕪
村
七
部
集
蕪
村
句
集」
と説
明
あ
り。

美
成
成
美
ニ
ア
ラ
ズ 

徳
川
末
代
ノ雑
学
者 

詩
想
(
散
文
(
文
)

(
韻
文
“

〈詩
) 

所
謂
詩
歌
ノ
詩
ニ
ア
ラ
ズ 

(
11
)

詩
歌
ハ咏

シ
シ
ノ
詩
ト
ス
ル
モ
ヨ
シ
(
註
、咏
未
詳) 

註
”

：フ
巴
蕉雑
談し
の漏句し
にゝ

萁
自
流
^
蕉̂風ー
を開 

き
た
る
は
僅
か
に
歿
時
を
去
る
十
年
の
前
に
し
て
詩
想
愈々

神 

に
入
り
た
る
者
は
三
四
年
の
前
な
る
べ
し
」
と
あ
り。
「詩
想
」 

に
つ
い
て
は、
補
注
と
し
て
後
述
す
る。

歌
文
ノ
コ
ト 

デ
グ
チ 

長
句
法
字
餘
ノ
モ
ノ
 

地
口
音
ノ
似
ヨ
ル

ロ
合
ヒ
ノ
類
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滑
稽狭

義
ノ.
.
.
.
.
.
.
.
.

即
カ
イ
ギ
ヤ
ク

註
：
「芭
蕉雑
談」に
「俳
運
亦I変
し
て
長
句
法
を
用
ゐ
漢
語
を雑
へ 

漸
く
に
し
て
貞
門
の洒
落(地
口)
檀
林
の
滑
稽(諧謔)を脱 

せ
り。
我
門
弟
盛
ん
に
之
を
唱
道
し
我
亦
此体
を
厭
ふ

こ

と

漸
く 

甚

し

き

に

至

り

た

り

」

と

あ

り
。

参
禅
 

禅
坐
ス
ル
コ
ト

マ
ジ
ハ
リ
釋
ス
ノ
義
ヵ(註、
釋
未
詳)

註
：
「芭
蕉雑
談」
の
「各
句
批
評
」、
「古
池
や
蛙
飛
び込
む
水
の
音」 

の説
明
中
に
「參禅
」
あ
り。
「参禅
は
諸縁
を
放
捨
し
万
事
を
休 

息
し
善悪
を
思
は
ず
是
非
に
管
す
る
莫
く
心
意
識
の
運転
を
停 

め
た
念

想
感
の
測
量
を
止
め
て
作仏
を図
る
こ

と

莫
れ
と
あ
り。 

蕉
風
の
俳
諧
も
亦
此
意
に
外
な
ら
ず、
妄
想
を
絶
ち
名
利
を
斥

け
 

(
し

り

ぞ

け

)

可
否
に関
せ
ず
巧
拙
を
顧
み
ず心を虚
に

し懐
を 

平

に

し

佳
句
を得
ん

と
執
着
す
るこ
と

無

く

し

て

始
め
て
佳
句 

を
得

べ

し
。
」
とあ
り
。

古
池
ノ
句
ハ
春
季
ノ
感
情
ナ
キ
ハ単
純
ニ
ア
リ
ノ
マ
マ
ヲ
述
べ 

テ
カゝ

ハ
ル処

ナ
シ

 

(17
)

註
(17
)：

「芭
蕉雑
談
」
の
「各
句
批
評
」、
「古
池
や
蛙
飛
び込
 

む
水
の
音
」
の説
明
あ
り
。
「近
時
西
洋
流
の学
者
が
則 

ち
日
く
古
池
平
ら
か
にI

蛙
躍
つ
て
水
に
入
る
の
音
を
聞

く、
句
面

I

閑静
の
字
を
着
け
ず
し
て
閑静
の
意
言
外
に 

溢
る、
四
隣闐

寂
(げ
き
せ
き、
物静
か
な
こ
と
)
と
し 

て
車
馬
の
紛
擾
(
ふ
ん
じ
ょ
ぅ
)、
人
語
の
喧囂
(け
ん
ご 

ぅ、騒
が
し
い
こ
と
)

に
遠
き
を
知
る
べ
し、
是
れ
美辞
 

学
に
所
謂
筆
を
省
き
て
感
情
を強
く
す
る
の
法
に叶
へ
り 

と。」
と
述
べ
て、
「感
情
」
の
義
を説
明
す。
さ
ら
に、
刪 

正
本
に
は
「古
池
ノ
句
ニ
春
季
ノ
感
情
ナ
シ
」
と
朱
字
に 

て
欄
外
注
記
あ
り
。
「感
情
」
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

(数
字
略
)
ニ
テ概
数
ヲ
表
ハ
ス
ヲ
得
ル
也

錯
列
法

註
：
「俳
句
の
前
途」
に
「錯
列
法」
の説
明
あ
り。数
字
は
省
略
す
る。

「子
規
口
述
筆
記
稿
本
」
の
展
開
を
見
る
。
『増

補
再
版
獺
祭
書

屋
俳
話
』
と
の対

比
を
以
下
に
示
す
。

「獺
祭
書
屋
俳
話
」
(数

字
は
「日
本
」掲
載
順) 

俳
諧
と
い
ふ
名称

ご
一
十
五
年
七
月
十
三
日忉)

〇
獺
祭
の説
明
「礼
記
本
ヲ
散乱
セ
ル状
」 

連
歌
と
俳
諧(
七
月
十
二
日9
) 

〇
筑
波 

(
2
) 

延宝

天
和
貞
享
の
俳
風
へ
七
月
十
八
日
：：
^
の
宗
因

 

(
5
) 

足
利
時
代
ょ
り
元禄
に
至
る発
句
へ
七
月
十
九
日
じ
)

〇
時
鳥 

(
5
)

俳
書
(
七
月
二
十
三
日13
) 

貝
お
ほ
ひ
、
虚

栗
(
6
)
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字
余
り
の
句
ハ
九
月
十
一
日卻
) 

俳
句
の
前
途
へ
七
月
ニ
十
五
日̂
)
 

新
題
目
へ
七
月
三
十ー
日̂
)
 

和
歌
と
俳
句
へ
九
月
十
九
日奶
) 

宝
井
其
角
ハ
十
月
ニ
日
沿
)

嵐
雪
の
古
調
(

六
月
二
十
八
日
3
) 

服
部
嵐
雪
一
:十月
三日犯

)

〇
片
歌
7

\

8
 

〇
錯
列
法
(
9
) 

〇
猶
(

訂
正
)

^
 

㊀

ば
ハ
ざ
へ
訂
正
)

^
 

〇
其

角

14 

〇
莖

立

16 

〇
一
斑
っ
訂
正
)

^

向
井
去来
(

十
月
九
日
33
)

〇
去来
の
句
二
百
句
は
三
百
句
21 

内
藤
丈
草
へ
十
月
十
日鉍
) 

〇
動
物
24
\

26 

東
花
坊
支
考
(

十
月
十
七
日
35
)

〇
「た
だ
も
の」
の説

明
28

美
濃
派
29

志
多
野
坡
へ
十
月
十
八
日邡
)

武
士
と
俳
句
(

六
月
三
十
日
5
) 

〇
三
笠
附
33 

女
流
と
俳
句
(

七
月
三
日
6
)

元禄
の
四
俳
女
(

七
月
四
日
7
)

加
賀
の
千
代
女
(

七
月
六
日
8
)

時
鳥
(

六
月
二
十
六
日
1
)

扨
は
あ
の
月
が
な
い
た
か
時
鳥
(

六
月
二
十
七
日
2
)

時
鳥
の
和
歌
と
俳
句
(

六
月
十
八
日
4
)

初
嵐
ホ
未
揭
載
窮
聞
百

^

つ
解
停
し
の
時
作
る
と
あ
りゝ

な
ぉ
じ
心
は
不収
録
)

〇
45

萩
へ
九
月
一ー

十
三
日
洸
)

女
郎
花
へ
九
月
ニ
十
四
日
リ
) 

〇
秋
草
47
\
48

芭
蕉
へ
九
月
ニ
十
四
日
淡
)

『俳
諧
麓
の莱
』
の
評
(

九
月
十
ニ
日
/

十
七
日
21
\

24
)

〇
燈
火
漸
可
親
56
57
68 

発
句
作
法
指
南
の
評
(

八
月
十
日
/
十
月
二
十
日加

筆
(

以
下
次号
)

(

註
1

)

拙
稿
「子
規
の
「病
余
漫
吟」
秋
の
部
の
問
題」
〔「大
阪
成 

蹊
女
子
短
期
大学
研
究
紀
要
ニ
第
邪号
ゝ
平
成
“

'
:
^

拙
稿
「「散
策
集
」
に
つ
い
て」
(

「子
規会
誌」
1

0

8号
、
平 

成
18
1

(

註
2

)

「子
規、
俳
句観
語
り
記
す
記
念
博
物
館
所蔵
資
料
愚 

陀
佛
庵
で
の苜
筆
稿」
に
お
い
て
「大
阪
成
蹊
短
大
和
田
氏
が 

分
析
漱
石
ら
に
自
著
解説
」
と
の
見
出
し
で、
第
八
百
七
回
例 

会
で
の発
表
を
元
に
し
た、
「愛
媛
新
聞」
ニ
〇 
一0
年
六
月
一
〇 

日、
渡
邊
純
子
記
者
の
報
告
が
あ
る
)

子規会誌第

I 

I I

七
号

季
刊
(四、
七
、

I 
0

'

一月
)

発

行
日
 

平
成
ニ
ニ
年
|
〇
月

I

九
日 

発
 

行 

松山子規
会 

松
山
市
末広
町
正
宗
寺内
 

振
替
口
座 

〇
一
六
二
〇
—

七
—
一
八
六
八 

印
刷
所
 

阉

二葉印刷所

電
話
0
八
九
—
九
ニ
五
^0

三
三
八
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本
選
集
の
特
色

圓
各
界
の
第
一
人
者
に
よ
る
テー

マ
ご
ヒ 

の
新
し
い
編
集'

国

新
字.新
か
な
表
記
、
漢
文
表
記
に
は 

読

み
が
な
を
付
し
、読

み
や
す
い
か
た
ち 

で户
規
の
言
藥
を
味
わ
ぅ
，

国
写
真

や
！̂版
を
多
用
し
、
子
規
の
此 

界
を
視覚

的
に
と
ら
え
ら
れ
る
よ
ぅ 

に
I
夫
し
た
”

国

新
出
宵
簡
を
可
能
な
限
り収
録

し
、 

ま
た
新
資
料
に
よ
り
年甜

の
充実

を

は
か
っ
た"

国

す
ベ
て
の巻

に
、
人
名
に
つ
い
て
注
を

付
す
作

国

俳
句
.
短
歌
の巻

に
は
初
句
索
引
を 

付
す
，

【令
15
卷内
料
】

第丨
疼
子
規
の
三
大
隨
筆 

第
2

卷子規の青
春 
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規
と
日
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語 
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4

卷
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規
の
徘
句 

第
5

朱
' 

子
規
の
短
歌 

第
'0
泰
子
規
の
徘
句箪
新 

第
7槔

子
規
の
短
歌笨

祈 

第00

衣
' 

子
規
ご絵
画
 

第0-

卷
子
規
ご
漱
石 

笫
10
朱：
子
規
の
手
紙 

第
||
卷
子
規
の悱

句
分頮
 

第
12槔
子
規
の
思
い
出 

第
13槔

子
規
の
現
在 

第
|4槔
子
規
の
一
生 

第
！5槔

子
規
ご
靜
岡
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